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本号の刊行に当たって

2006年度から、新学習指導要領によって教育を受けた高校生が初めて

大学に入学してきています。この新課程では、旧課程と比べて教科内容

がおよそ３割削減され、入試環境の緩和とあいまって、学生の基礎学力

の低下が懸念されています。しかも現場の高校教員からは、低学年ほど

学力低下の傾向は顕著になるという意見も聞かれます。

高校教育の現場では、今どのような変化が起きているのか。変化に対

応し、よりきめの細かい進路指導や教育を行っていくために、大学、と

りわけ立教大学に期待されていることは何か。こうした問題について、

高校の先生方と一緒に考える場として、立教大学大学教育開発・支援セ

ンターでは、「変化する高校生と大学への期待～高校から見た立教大学

～」という統一テーマでシンポジウムを開催しました。本誌はその内容

をまとめたものです。

シンポジストには、都内の公立進学校、総合学科の公立高校、中高一

貫の私立進学校、地方の公立進学校といったタイプの異なる４つの高校

から、進路指導のベテランの方々にお越しいただきました。統一テーマ

に加えて「都立高校改革」「キャリア教育」「高大連携」「高校から見た

大学教育」といった個別の担当テーマにも触れながらご発表いただきま

した。

快く報告をお引き受けいただいた先生方、また司会に協力いただき、

会場から発言を惜しまれなかった参加者の方々に、企画に当たった者と

して感謝いたします。会場の参加者も交えた第二部のディスカッション

も、とても熱気にあふれたものとなりました。本誌が今後の立教大学と

高校とのパイプづくりのヒントになれば幸いです。

なお、各発表者の肩書きおよび資料で紹介されているサイトのアドレ

スは、シンポジウム実施当時のものであることをお断りしておきます。

大学教育開発・支援センター 調査役

足立寛
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第一部 シンポジウム

「変化する高校生と大学への期待－高校から見た立教大学－」

挨拶－立教大学の教育を良くするために

小川 2006年度、大学教育開発・支援センター主催シンポジウム、「変化

する高校生と大学への期待－高校から見た立教大学－」を開催いたします。

総合司会をさせていただきます、法学部の小川有
あり
美
よし
です。よろしくお願いい

たします。

開会に先立ち、総長の大橋英
ひで
五
いつ
より開会のごあいさつをさせていただきま

す。大橋総長、よろしくお願いいたします。

大橋 総長の大橋でございます。今日はお忙しいところ、皆さんお出かけ

くださいまして、ありがとうございます。また、先生方にはシンポジストと

いうことで、お忙しいなかお出かけくださいまして、ありがとうございます。

今、大学が非常に難しい時期にきているとよく言われます。それは、何も

18歳人口が減って、それで大学の運営が難しいということではなくて、もち

ろんそういうこともありますけれども、そういうことよりも、私たちの大学

が置かれている状況を考えますと、むしろ現在の若い人たちがどういう資質

でどういう考え方で、どういう状況のなかで大学に来てくれるかということ

をきちんと把握しきれないところがいろいろあります。大学がどういう研究

をしていくか、あるいは大学がど

ういう教育を提供しなければいけ

ないかということについては、長

年の蓄積、それから研究の新しい

発展としてどんどん展開していく

ということを進めています。例え

ば立教大学ですと、文学部から現

代心理、経済、社会から経営学部

というような展開をして、細分化

して、新しい教育領域、研究領域

を広げていくということをしてい

ます。 大橋英五総長



学生さんに大学に来ていただいて、それでどういう資質でどういう問題意

識で、どういうことまで対応しながら勉強していってくれるのかが、どうも

はっきりしない。今日は先生方に、今の高校生の実態や考え方、現状を少し

ゆっくりと教えていただいて、私たちの大学での新しい教育を展開していき

たいと思っています。

お忙しいなかお出かけくださいまして、本当にありがとうございます。よ

ろしくお願いいたします。ありがとうございます。

小川 続きまして、大学教育開発・支援センター、センター長の檜枝光太

郎より、ごあいさつを兼ねてシンポジウムの趣旨についてご説明させていた

だきます。

檜枝 檜枝でございます。今日はお集まりいただきましてありがとうござ

いました。今回のシンポジウムは、外から見た立教大学というシリーズで、

昨年の秋に続いて第２回ということです。前回は予備校の方やOBの方をお

呼びして実施したのですけれども、今回は私たちにとって一番密接な高校と

いう視点から、いろいろお話をうかがうということになっています。そうい

うことで、私たちにとっては大変有益なシンポジウムだと思っています。そ

れから、ちょっと私たちのセンターのことを宣伝させてください。本日、お

配りしていますが、ニューズレター「MOVE」の第１号を昨年12月につく

りました。「MOVE」は、「More Valuable Education」を略したものです。

この中を見ていただくと、私たちのセンターの様子が分かりますが、私たち

は立教大学の教育を少しでもよくしようということで頑張っています。

その一つとして本日のシンポジウムがあります。他にも、たとえば学生に

よる授業評価アンケートです。これはどこの大学でもやっていますけれども、

私たちはそれを使って立教の教育がよくならなかったら意味がないだろうと

いうことで、得られたアンケートなどから授業をよくするためのヒントを集

め、「RIKKYO授業ハンドブック」という簡単なブックレットを作り、全

教員に配布するということもしています。これからもますます立教大学の教

育改善のために私たちは頑張っていきたいと思っていますので、ぜひよろし

くお願いします。先生方、よろしくお願いいたします。

小川 本日のシンポジウムは、まずパネリストの先生方のプレゼンテーシ

ョン、次にパネルディスカッションの２部構成で進める予定です。８時半ま

第一部 シンポジウム



での長時間となりますが、最後ま

でお付き合いいただきますように、

よろしくお願いいたします。３人

の先生のプレゼンテーションのの

ちに、休憩時間も設ける予定です。

ここからはコーディネーター

の、本大学教育開発・支援センタ

ーの足立寛
ゆたか
さんに司会をバトン

タッチしたいと思います。足立さ

ん、よろしくお願いいたします。

発表者紹介

足立 足立でございます。今日はよろしくお願いいたします。

今日のシンポジウムですが、大学についてずっと見てこられた高校の先生

方にお集まりいただいて、高校のそれぞれのお立場から、いろいろな話をし

ていただこうと考えています。４人の先生に20分ずつお話をいただきます。

ただ途中休憩を入れたいものですから、３人の先生のお話が終わった段階で

少し休憩を入れさせていただいて、最後お一人の先生にお話しいただいたあ

と、ディスカッションおよび質疑応答のようなかたちで進めさせていただこ

うと思っています。

それでは、本日のパネリストの先生方をご紹介させていただきます。皆さ

ま方から壇上に向かって右手のほうからご紹介させていただきます。まず、

新潟県立三条高等学校の鷲尾雄慈先生です。鷲尾先生は去年までの特色 GP

の選考委員でもいらっしゃいました。今年については、審査が終わらないと

委員名を公表してはいけないものですから、私から確たることを申し上げる

のは控えさせていただきますが、おそらく今年も委員をなさっていらっしゃ

るのではないかと思います。

お隣が、芝中学校・高等学校教諭の坂詰貴司先生です。坂詰先生は、以前、

広島大学の高等教育研究開発センターの客員研究員でもいらっしゃいました。

そのお隣りが、都立晴海総合高等学校教諭の千葉吉裕先生です。晴海総合

高校では、キャリアカウンセラーというお立場でもあり、高校のキャリア教

檜枝光太郎センター長



育に大変造詣の深い方です。

最後に、一番左手にお座りいた

だいているのが、都立八王子東高

等学校の寺島求先生です。寺島先

生は、長年、八王子東高等学校の

進路指導主任をされていらっしゃ

います。進学校の進路指導につい

てはまさにプロの先生です。

以上の４人の先生方にご発表い

ただいて、その後ディスカッショ

ンというかたちにしたいと思いま

す。

それから、お話しいただく内容ですが、先生方に共通のテーマとして、

「新課程における高校生の変化」「高校から立教大学の教育・入試などに望む

こと」を設定させていただきました。それらに加えてそれぞれのお立場から、

寺島先生には「都立高校の改革」を、千葉先生には「高校におけるキャリア

教育」を、坂詰先生には「高大連携」を、鷲尾先生には「高校から見た大学

教育」についても触れていただく予定です。

では寺島先生からご発表いただきますようよろしくお願いします。

足立寛調査役

第一部 シンポジウム



(発表１）寺島 求氏

だらしない生活の生徒は成績が悪い

寺島 失礼いたします。八王子東高等学校で進路主任をしております寺島

と申します。

本日は高校の現場で進路指導がどんなかたちで行われているのかという話

をさせていただきます。用意させていただいた資料なのですが、これはあと

で説明します。一応、八王子東というのはこんな学校だということを話しま

す。たぶん都立のなかでは新しいほうに属するのではないかと思います。今

度入学した１年生が31期生という、比較的新しい学校ですから、八王子東な

んて高校は聞いたことがないという方もいらっしゃるのではないかと思いま

す。東京都は2001年、都立高校改革の一貫として、進学指導重点校を指定し

ました。ミッションとしましては、難関大学、いわゆる東大、京大、東工大、

一橋、国公立医学部にも都立高校から合格者を出せということです。そのと

きに、日比谷高校、戸山高校、西高校とともに、八王子東高校も一緒に指定

されました。

資料の説明をします。１枚目（p62資料１-【１】）は今年の本校の大学合

格者数で、こんな学校かと思って見て下さい。２枚目（p64資料１-【１】）

にいきまして、私立大学の合格者はどうなのかということで見ますと、立教

大学には現役で19名通りまして、過年度と合わせて48名ということです。今

年はかなり立教大学さんに通していただきました。これは受験者も増えてい

るのではないかと思っています。のちほど触れますけれども、本校における

立教大学の評価というのは上がっているのではないかと考えています。指定

校推薦のほうでもやはり１名、現代心理学部心理学科のほうでお世話になっ

ています。指定校推薦による進学は２ページの右上のほうに書いておきまし

た。多くの推薦枠をいただきながらお返しするという現状でありながら、立

教大学さんのほうに１名お世話になっているというのは、立教大学の評価の

高さではないかと判断しています。

参考までにあげておいた、他の進学指導重点校との対比資料に、ご関心の

ある方は東京都教育委員会のホームページのほうにアクセスしていただくと、

進学指導重点校の取り組みというのがあります。そこにご覧いただきますと、

詳しく書いてあります。



次は、私立大学合格者と

いっても学部やセンター利

用とかもろもろありますの

で、このへんをまとめたも

のです(p65資料１-【３】）。

入試課からいただいた資料

をもとに作りました。立教

大学さんから一番先にいた

だきました。非常に丁寧な

資料で一般入試、センター利用、現役、浪人ごとに分類してありました。資

料をいただいたほかの私立大学との資料と合わせて用意させていただきまし

た。

本校は基本的に国公立大学の進学者が非常に多くおります。国公立大学に

合格すると、基本的に国公立大学に進学します。しかし、ここに書いた10名

は国公立大学を辞退し私立大学または首都大東京に進学しました（p67資料

１-【４】）。最後の国立看護大学校は、正確に言えば国立大学ではありませ

んけれども、生徒の意識のなかでは国立大学という意識がありますので、そ

こへまとめさせていただきました。私立大学は合格者がたくさん出ても、ど

れだけ行くのかが大事かなと思います。ではどれだけ行っているのかという

ことで、進学したのは結局89名であるということです（p67資料１-【４】）。

早稲田からスタートして、立教大学が３番目で８名お世話になっているとい

うことです。今までは３番目が、本校は八王子市にあるもので、地元の中央

大学にお世話になる生徒が多かったのですが、今年はその中央大学のほうを、

１名ですけれどもお世話になる生徒が上回りました。

次（p68資料１-【５】）ですが、本校の特徴として、「文武両道」という

ことが言いたい資料です。全国各地、文武両道ということはどの学校でも決

まり文句のように言っていると思います。では、実際にはどうなのかという

ことで、個別の部活動名を出すと個人情報になりますので、運動部・文化

部・無所属というかたちで進学者をまとめました。左のほうからＡ段階、Ｂ

段階、Ｃ段階、Ｃ段階に達しなかった生徒の部活動と進学先ということです。

これは教員が自分の学校を評価するにあたりまして、ちゃんと文武両道させ

第一部 シンポジウム



たかどうか、検証するために進路

部で用意した資料です。

概況をまとめますと、現役進学

率が57.9％で、約６割（p69資料

１-【６】）。特に男子のほうは低

いです。男子のほうはどうしても、

いわゆる滑り止めを考えるよりも、

第一希望優先で考えます。駄目だ

ったら１年ぐらい浪人してもいい

やというようなことです。しかし、

これだけ男女差が出ているのは、

女子のほうがきちんと考えている

のかもしれないです。他の進学指導重点校でも、男子の現役進学率が低く出

ているのではないかと思っています。のちほど都立高校改革で触れますけれ

ども、第２グループ、第３グループと言われる都立校のほうが進学率は高く

なっていると思います。進学状況はあとでご覧になっていただければ、分か

ると思います。

次にまとめたのが八王子東高校の進路指導の基本スタンスということです

（p70資料１-【８】）。「28期生学年団としての取り組み」（p70資料１-

【９】）というのは、今年卒業させた担任の先生方の取り組みをまとめさせて

いただいたものです。それから、「28期生担任から」（p71資料１-【10】）と

いうのは、その担任団が進路指導を通して具体的にどうやって生徒と格闘し

ていったかというのを、それぞれのクラスの担任が語ったものです。ですか

ら、これもあとでお読みいただければ、八王子東の担任は生徒とこんなかた

ちで格闘しているということをご理解いただけるのではと思っています。

最後のページ（p72資料１-【11】）ですが、本校の一つの取り組みである、

遅刻をさせない指導の結果です。当たり前のことですけれども、やはりだら

しない生活の生徒は成績が悪い。進学指導重点校であっても、遅刻指導から

スタートしなければならないというのが現実です。それともう一つ、評定平

均とセンターの得点率の資料は、本校の教科担当に対して、きちんとした評

価をしているか検証してもらうものです。要するに、校内の評価とセンター

寺島求氏（都立八王子東高等学校教諭)

発表１(寺島 求)



試験の成績が乖離するようであっては、正しい評価がされていないというこ

とで作った資料です。以上が用意した資料の説明です。

今の生徒は手をかけるしかない

シンポジウムの本題に移らせていただきます。私への課題は、新課程の高

校生は学年によってどのような資質、学力、思考の違いや特徴があるかとい

うことです。皆さんもご存じのとおり、基礎学力はやはり低下しています。

基礎学力とは何か。私の担当は数学ですけれども、具体的にどんなことがあ

るか話します。八王子東高校は進学指導重点校ですけれども、１年生を教え

てまず驚いたことの１つに、「一次不等式の解法」が定着していないことが

挙げられます。これは中学校から削除されたので仕方がないにせよ、なかな

か身についてこない。あるいは、「２次方程式の解の公式」が定着しない子

もいる。

それから、２、３年生の演習授業では、今までですと、立式する、ポイン

トを話す、ここまでくればあとは自分で計算すればできるね、やりなさいと

いうとほぼ全員が解き始める。ところが、最近は自分でやれない生徒がいる。

先生が解いてくれるのを待っている。これでは学力低下するかもしれない。

また、世界史の先生におうかがいした話だと、世界史には中国史とか、い

ろいろな分野があるそうですけれども、中国史になると平均点がぐんと下が

る。漢字が書けない。分かっていても誤字・脱字で正しい漢字が書けないこ

とが起きている。そういうことで、基本的な読み書きそろばんですか、読む

力、書く力、計算する力の３つはやはり落ちています。これは事実だと思い

ます。

一方、基礎学力が落ちているからといって、立教大学を含めて大学入試の

問題が易しくなっているかというと、そうではない。だから、高等学校は今、

３年間でどうやって基礎学力が落ちた生徒の学力をどうやって上げるか。要

するに、大学が要求する水準までどうやって学力、あるいは意欲を上げてい

くかということに必死に取り組んでいます。八王子東の場合ですと、学力格

差も開いていますから、個別対応を重視しています。また、英語や数学の授

業のなかで習熟度別授業をやっています。週５日制で授業時間も足りなくな

る。本校の場合ですと、年間18回、土曜日活用ということで公開授業を行っ
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ています。これは授業時間数確保の意味合いもあります。諦めるというのは

言葉が悪いですけれども、今の生徒に対しては手をかけるしかないだろうと

諦めています。それに、学力が低下したといっても子どもだけが悪いわけで

はないですよね。自分で学習指導要領を選んだわけではないですから。やは

り子どもに学力低下の責任はないだろうと考えます。だから、中学までの基

礎学力が低下したため八王子東の授業についてこられない。劣等感を持たせ

た。入学させた以上それでは申し訳ない。しかも八王子東に入った以上は、

それなりのレベルの大学までは指導してほしいという保護者のニーズもある。

そんな現状の中、最近の進路指導、教科指導はある意味で非常にやりがいの

ある仕事だと思っています。

保護者にも教育理念を語ることが大事

子どもの変化以上に大きいのは保護者です。もう圧倒的に保護者が変わっ

てきている。私は今年で八王子東は９年目ですので、保護者ともずいぶん長

くかかわらせていただいています。今の高校生の保護者というのは、青春時

代にバブルを経験した世代ではないでしょうか。その保護者に育てられた生

徒たちが入ってくる。私などが親から受けた教育と、今の生徒が親から受け

ている教育はたぶん根本的に違っていると思います。ですから、保護者に対

して、学校ではどう考えるかということ、学校としての理念、教育理念をい

かにして語るかが大事であると思います。八王子東の取り組みのなかでも書

きましたけれども、学校の指導方針をいかにして保護者に理解・共感しても

らうかが重要です。先ほどから申し上げているのですが、ネガティブに考え

てもしようがない。子どもが学力低下したことについての犯人捜しをしたと

ころで子どもにとってよくならない。とにかく今いる目の前の子どもたちを

いかにしてレベルアップさせていくか。それには何ができるかを考えるしか

ないというのが八王子東の教員の共通理解であると思います。高校は、企業

と違いますから、利潤追求的なところで共通理解を持つのは厳しいのですけ

れども、今のところ、とにかく入ってきた目の前の生徒をなんとかしよう。

なんとかするためには、できることは何でもしようと。講習もするし補習も

する。ただ一方で、こういうことをやっていて自立性は育たないのではない

かという気持ちもあります。自主性については、教科ではなく、大学受験を

発表１(寺島 求)



通して、自分で選択して、受験をして、自己責任で入っていくということで

進路指導が担っていくほうがいいのかなと、私は思っています。

影響力が大きい私立大学のブランド力

２番目に、高校生の大学選びの視点ということでお話しさせていただきま

す。皆さんご存じの通り学部学科研究というのはずいぶんやっています。１

年生のうちから職業を知ろうとか、学部学科を調べようとか、かなり丁寧に

やっています。それから、この大学のこの学科を出たらどんなところに就職

できるのかと、具体的な会社名なども生徒は気にしています。この大学のこ

の学部を出たらこういう会社に勤められるのかと。会社に入っての仕事内容

などは高校生は分かりません。ただ、イメージとしてそんなことから大学を

選ぶこともあります。では、学部学科研究で、例えば法学部を希望した生徒

が本校にいますと。法学部ではどこでも行くかといったら、決してそんなこ

とはありません。ある程度のブランド力のある大学までは受験しますけれど

も、やはりある程度以下のところは受験しません。学部学科による大学選び

は確かに進んでいますけれども、現実として、特に私立大学のブランド力と

いうのはものすごい影響力がまだ残っていると私は思っています。

あと、文系は当然かもしれませんが、理系の生徒も含めて英語力を気にし

ます。英語力というのは、話せる英語です。これは理系の生徒であってもか

なり意識していると思っています。そんなところから高校生は大学を選んで

いくのではないかと思っています。

もう一つ、よく大学関係者は模試の偏差値、ランキング的なことを気にし

ますけれども、生徒のほうは、今はあまりランキング的なことは気にしてい

ないのではないかと思います。駿台、河合、代ゼミ、いろいろ模擬試験をや

っていますけれども、模擬試験を受けて、その成績を見て大学を選ぶ子はま

ずいなくなりつつあるのではないかと感じています。

立教大学は第２志望で入ってもそれなりに満足

３番目に、高校、高校生が歓迎する大学の教育的な取り組みということに

ついて話します。今言ったように、専門教育もさることながら、やはり英語

力であるとか、もっと言うと、これはもしかしたら高等学校からのお願いに
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なるのかもしれないけれども、高等学校ではなかなか教養教育的なことがで

きていません。先ほど申し上げたように、基礎学力が低下しており、どうし

ても科目ごとの授業中心になっています。もっと広い範囲で見るような指導

をすればいいのかもしれませんけれども、やはり入ってくる生徒の学力が下

がる、要求学力は一定である。そのギャップをいかに埋めていくかというこ

とを考えると、残念なのですけれども、なかなか教養教育まで手がまわらな

いというのが現実です。ですから、そういうところを大学のなかで補ってい

ただければありがたいと思っています。

これは全般的に言えることかもしれないのですけれども、科目を越えた教

養、いわゆる一般常識的なことに対する理解力はすごく落ちています。これ

はたぶん小学校で社会科の学習時間が十分取ることができない影響があると

思います。あるいは、小学校の歴史が人物中心で、あまり流れを考えずにや

っているような影響もあるのではないかと思っています。日本の文化、歴史、

伝統といったことを含めて、教養的なものはかなり落ちている。高等学校で

はそこまでなかなか手当ができていないというのが現実ではないかと思って

います。

４番目は、立教大学の教育、入試、募集広報について望むことです。私は、

はっきり言って立教大学の教育を評価しています。というのは、こういった

言い方は失礼かもしれないのですけれども、本校で立教大学に入学させてい

ただいた学生は、指定校推薦の子以外、第一志望の子はほとんどいません。

だけれども、帰ってくるとほとんどの子がやはり立教をよく言ってくれる。

つまり、立教大学は第２志望で入った学生でも、それなりに満足するような

状況をつくってくれているのではないかと思います。それは卒業生とのやり

とりからの判断です。八王子東を卒業して、立教で４年間お世話になって、

学校に戻ってきたときに、この大学に行ってよかったという話を聞かせてく

れるので、私はこの立教大学はきちんとして教育してくれているのではない

かと思っています。

私も進路指導の立場ですから、いろいろ情報を得ていますが、立教大学は、

全カリをたぶん最初に導入した大学ではないかと思っています。あるいは、

そこにおける英語教育も先駆的だと思っています。日本各地でいろいろな大

学が全カリをまねしたような取り組み、あるいは４年間語学をやらせるよう
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な取り組みをしていますが、二番煎じのような取り組みもあります。

全学共通カリキュラムは常に検証してほしい

いろいろな大学をまわっていますと、こう言った言い方は何ですけれども、

同じ「MARCH(明治、青山、立教、中央、法政)」と言っても、中央、明

治というのはやはり学部ごとの色が強く出過ぎているのかなと感じています。

もちろんそれは大学のカラーだからいいのかもしれませんけれども、立教大

学の場合は学部もさることながら、学部が非常にバランス良くまとまって、

一つの集合体のようなことを私は感じています。そういった面で、教養教育

であるとか、語学教育というのはしっかりされていらっしゃるのではないか

という評価を私はしています。

ただ、全カリをやって10年近くになるのですかね。やはり常に検証はして

いただきたいと思います。私は今年から進路部長に戻ったのですが、実は担

任したクラスの生徒が立教大学でお世話になった。しかし、その子は合わな

かった。はっきり申し上げて、全カリの英語の教育のなかで、やはりしっく

りこない部分があった。そういう学生も出ている。その子は少人数クラスと

言っても、それほど少人数ではなかったというようなことを言っていますけ

れども、やはり悩んでいる学生も実際にいる。ですから、全カリのなかの英

語教育も含めて、常に検証をしていただきたいと考えます。パイオニア的な

取り組みをなさっているということは、私は評価したいと思っています。

それからもう一つ、関連してお願いしたいことがあります。あまり資格、

資格と、ここはたぶんそんなことは言っていないと思うからいいのですけれ

ども、私立大学はすごく資格を取らせようということを、ずいぶん熱心にや

っているところもあると思います。そういう大学はそういう大学でいい。立

教大学はそういう資格ではなくて、もっと教養的なところ、基礎的なところ

をやはり大事にしていってほしいと思います。ダブル・スクール化する大学

というのはやはりおかしいと考えます。大学は大学としてのプライドを持っ

て学生をきちんと指導して頂きたいと思っています。

あとは、入試についてです。入試については、高校３年間の学習活動を評

価する入試をきちんとやってほしいと考えます。あまりアラカルトに走ると

か、そういったことは決してやってほしくないなと考えます。先ほど高校で
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教養教育ができていないと申し上げましたが、これは事実です。例えば英語

の入試問題のなかで、日本の文化・歴史などがきちんと理解できていないと

内容が読めないような英文を出すとか。あるいは、高校のなかに情報という

科目が入っていますので、ある程度、情報の知識がなければ、情報化社会で

すから、情報をきちん勉強してこなければ、内容が理解できないような入試

問題を出題するとか。そういったところで工夫ができないものでしょうかと

いうお願いです。そうすることによって、高等学校の教育も少しずつ変わっ

ていくことを、実は願っているわけです。

国公立大学志向が強まる都立高校

そろそろ時間ですので、最後に、都立高校の改革の進行状況と今後の予測

ということをお話します。これからどうなるかわからないのですが、都立高

校の改革というのは行政指導で行われます。進学指導重点校も校長の発表よ

りも先にプレスが発表したというようなことで、東京の都立高校の教育改革

はすべてプレスからわかると言われています。行政主体で悪いかというと、

建前としてはよくないのでしょう。

例えば、進学指導重点校に５年前に指定されました。何だ、今さらという

感じでした。ところが、やはり改革というのは初めからうまくいくわけはな

いので、ぎくしゃくしましたけれども、５年たってみると、進学指導重点校

というのが認知されてきましたし、難関大学といわれる大学の合格者数、そ

れから特に国公立大学への合格者数が増えているのです。それはたぶん親の

経済的な影響も非常に大きいと思っていますけれども、そんなところで、一

応都民のニーズに合うような進学指導体制が組むことができつつあるのでは

ないかと判断します。だから、結果オーライかもしれないけれども、今のと

ころなんとかうまく進んでいるのではないかと思います。もちろん「君が

代」の問題とか、職員会議の問題とか、いろいろ問題はありますが、一応進

学に関して言うと、改革が進んでいるのではないかと思います。

都立高校のなかで進学指導協議会というのがあります。これは進路主任や

校長、副校長、管理職が集まる会議なのですけれども、それを大きく分けて

３つに分けました。行政のほうでグループ１、グループ２、グループ３と。

グループ１というのが、いわゆる進学指導重点校、日比谷、戸山、西、八王
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子東、青山、立川、国立、国分寺といった高校。第２グループというのが、

皆さんご存じのとおり中高一貫校、つまり中等教育学校で、小石川高校、両

国高校、武蔵高校、九段高校など、全部で11校あります。ですから、グルー

プ１が８校、グループ２が11校。それからグループ３として、かつての名門

ですよね。三田高校、小山台高校、駒場高校、新宿高校といったところ14校

がグループ３というかたちでの進学指導協議会です。私の個人的な観測では、

進学に関しては進学指導研究協議会の高校が中心になってやっていけという

ことではないかと思っています。

都立高校改革で大きかったことは自校作成問題だと思います。自分のとこ

ろで入試問題を作成しろということです。これは入れた東京都教育委員会も

そこまで予想していたか分かりませんけれども、中学校、あるいは中学校の

塾の先生から聞いたお話なのですけれども、中学生が都立高校を選ぶときに

まずどうするか。自校入試をやる高校か、一般入試でやる高校かでまず選択

してくるようです。自校入試をやる都立を目指す子は、かなり早めに受験勉

強をスタートさせている。だから、結果として自校入試をやっている子には、

学力低下はあるものの、そのなかでも、集団のなかとして高いレベルの生徒

が集まってくるような傾向があるようです。

もう一つは、これは立教大学にとっていいことか悪いことか分かりません

けれども、かなり国公立大学指向が強くなっています。都立高校全体では５

教科７科目の受験率が上がっています。本校ですと、卒業生は316名で、270

名が５教科７科目を受けています。

そろそろ時間になりましたので、終わらせていただきます。また何かあり

ましたら、のちほどよろしくお願いいたします。どうもありがとうございま

した。
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(発表２)千葉吉裕氏

本来の教育活動こそがキャリア教育

足立 寺島先生、ありがとうございました。それでは続きまして、千葉先

生、よろしくお願いします。

千葉 こんばんは、千葉です。よろしくお願いします。高校におけるキャ

リア教育という視点が私に課せられたテーマですので、最初に、キャリア教

育に関する誤解から話をさせていただこうと思います（p74資料２-②）。

キャリア教育、キャリア教育と言われていますが、職業教育がキャリア教

育ではないかとおっしゃっている方が非常に多くいます。これは非常に狭い

意味でのキャリア教育で、キャリア教育そのものではありません。このよう

な誤解を生じた背景には、中教審（中央教育審議会）の答申のなかで、最初

に、キャリア教育を「望ましい勤労観・職業観及び職業に関する知識や技能

を身につけさせるとともに自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能

力・態度を育てる教育」と定義してしまい、十分に、キャリア教育について

議論されないまま、キャリア教育という文言が使用され続けたためだと思い

ます（p74資料２-③）。職業観・勤労観を育てるのがキャリア教育という認

識でスタートしてしまったため、職業教育がキャリア教育という解釈になっ

てしまったのだと思います。のちに、有識者による協力者会議を文部科学省

は立ち上げ、キャリア教育の定義や内容などを検討しています。初めに中教

審答申で定義してしまっているものですから、これと齟齬のないようにキャ

リア教育を定義しなくてはいけなかったのです。

キャリアの定義は人生の生涯にわたって役割などがあって、働くことの関

係づけだとか価値づけの累積という、一般の人が簡単には理解しにくく学問

的な言葉で示されています（p74資料２-④）。これを元にしながらキャリア

教育というのは何かというと、「キャリアの概念に基づき、児童・生徒一人

一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成してい

くために必要な意欲・態度や能力を育てる教育」という、難解な定義をして

いるわけです。そして、そのようなキャリア教育を実施することによって、

「児童、生徒一人一人の勤労観・職業観を育てる」という、最初の中教審の

答申を肯定するかたちで齟齬を生じないように工夫されています。

キャリアの定義は、多くの学者が示していますが、一番一般的なものが、
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スーパー博士の定義だと思います

（p74資料２-⑤）。キャリアの中

に働くことが入るのは当たり前で、

働くことはキャリアの一部なので

すね。他には「学ぶこと」、それ

から「遊ぶこと」。遊ぶといって

も、playではなくて hobbyです。

ですから、work、academy、

hobby。それから、「暮らすこと」

とまとめたのですが、family、

communityというのがキャリア

だと言っています。

ですから、先ほどの生涯にわたっての役割と書いてあった部分は、簡単に

言えば人生そのもの、働くことであったり、学ぶことであったり、遊ぶこと

だったり、暮らすこと。自分の人生をどう豊かにしていくかというのがキャ

リアなのです。

学校教育は、今までもキャリアの基礎をつくってきたわけです（p74資料

２-⑥）。能力や態度、価値観を形成していくことが学校の役割ですから。そ

こで、本来の学校教育の役割を再確認して、本来の教育活動をおこなおうと

いうのがキャリア教育の趣旨だと理解しています。それが、今回のキャリア

教育といわれている教育なのですね。

はたらき、学ぶ意欲を高めるキャリア教育を

文部科学省は、臨教審以来、これまでもキャリア教育と同じことをいろい

ろな言葉で表現してきました。「自己教育力」や、「在り方生き方の進路指

導」、「生きる力」、いろいろな文言を出してきたのですが、反応は今ひとつ

よくなかった。今回、キャリア教育という文言で表現したら、非常に多くの

人が関心を持つようになり、一大ブームになってしまいました。そうすると、

職業教育をキャリア教育と考えたり、就職支援をキャリア教育と考えたり、

進路指導がキャリア教育だという人がいたり、勝手に解釈をする人がいます

が、文部科学省が、学校教育イコール、キャリア教育だと言っています。だ

千葉吉裕氏 (都立晴海総合高等学校教諭)
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から、キャリア教育イコール進路指導ではなく、キャリア教育の中核の１つ

に位置づけられるのが、進路指導なのです（p75資料２-⑦）。

文部科学省が、前に示した施策は「生きる力」です（p75資料２-⑧）。そ

のなかでは、「確かな学力、豊かな人間性、健康・体力を育成しましょう」

と言っていました。それに続き、はたらく意欲、学ぶ意欲を高める活動をキ

ャリア教育です。はたらくことも、単純に労働ということではなくて、ひら

がなで「はたらく」とあえて書いてあることにも注目しなくてはなりません。

ボランティアなどの社会とのかかわりも含めながら「はたらく」こととして

います。そして、はたらくことだけではなくて、学ぶ意欲を高めることを含

めています。

今回、中学校でキャリアスタートウィークが始まりました。５日間の職場

体験です。キャリアスタートウィークのキャッチフレーズは、「学ぶこと、

はたらくこと、生きること」という３つの言葉をキャッチフレーズにしてい

るのです。だから、キャリア教育はすぐに就職、職業と密着していると考え

てほしくありません。意欲を高めていけば、子どもたちの力はどんどん、ど

んどん伸びていくと考えられます。

今は数百年に一度の変化の時代

では、なぜ、今、キャリアなのでしょうか。皆さんもうご存じの部分もた

くさんあると思うのですが、改めていろいろなものを確認させていただきた

いなと思います。

一つの理由は、変化のスピードが非常に早くなったことです。素早く変化

する時代に求められるスキルが何なのか。それをどのように高めていったら

いいのかということを考える必要がでてきました。例えば、大学在学期間の

４年間というスパンで情報分野の変化を考えてみると、４年前というと、電

話回線から ISDNに変えて、ちょっと気が早い人はADSLを使ったという

時代なのです（p75資料２-⑨）。わずかその４年間のうちに光回線まで来て

しまうわけですね。わずか１メガバイトの情報のやりとりに４年前は満足し

ていたのが、４年たってしまったら、ギガだとか、非常に大きな情報量の交

換になってきてしまったわけです。そうすると、大学４年間で、子どもたち

が入学したときに、こういう技術を身につければいいなと思ったら、出ると
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きにはもう使えない技術になってしまっているというぐらい、変化のスピー

ドが早くなってきているのです。すると、４年先、また10年先、長い先を見

通した人材形成に入っていかないといけないのではないでしょうか。これは、

大学だけではなくて、高等学校の人材形成に関しても、それを見据えながら

成長させていかなければいけないだろうと考えています。

このスライドは時代が変わっていることを中学校の保護者などに説明する

スライドです（p75資料２- ）。レコードなんか、死語になりつつあります。

それが CDに変わり、今では音楽配信です。公衆電話もだんだん少なくなっ

ています。今、携帯電話の普及で利用者が少なくなっていますから。年賀状

を売り出す時期になると、今年も年賀状の売り上げ枚数が減ったということ

が話題になります。ハロゲン写真カメラは少なくなり、デジタルカメラが普

及してきています。そうすると、今まであった産業がなくなったり、今まで

あった職業がなくなったりしてしまう時代なのです。こういう時代の中で子

どもたちはどう生きていけばよいのか、どういう力を今つけなければいけな

いのかということが、キャリア教育を行う背景にあるわけです。

このような大きな変化は、蒸気機関の発明のときに起こっています（p75

資料２- ）。その時代も同じように産業がなくなったり、職業がなくなった

りました。職を奪われた人たちは、自分たちの職に取って変わった機械を壊

そうと暴動を起こしたりしています。こんなものができたから、私たちの職

業がなくなったのだと。まさに今同じ状態が起ころうとしています。発想を

逆転させ、数百年に一度の変化の時代を今生きていると考え、子どもたちの

新たな教育を考えていくことは、非常に面白いことだと感じています。

知識・才能から関心・意欲・態度へ

経団連の調査でも、どこの学校の出身かで採用しなくなっていることが示

されています（p75資料２- ）。明らかに新しい時代に対応するスキルで判

断されているのがわかります。コミュニケーション能力であったり、チャレ

ンジ精神であったりします。企業の採用行動も変化も踏まえて、何をしなく

てはいけないのか、学校現場は真剣に考えなくてはなりません(p75資料２-

)。

このような時代変化を踏まえれば、先ほど述べたようにはたらく意欲や学
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ぶ意欲をつけることが非常に大事になってきているのです（p76資料２-

）。今、学んでいることがすぐに古くなってしまう時代に、新しい知識を

学んでいくためには、どうしたらよいのか、生涯にわたって新しい知識を学

び続けるためにはどうしなくてはいけないのか。だから、意欲・関心を高め

ることが大切なのです。このことは、すでに1992年の時点で、文部科学省か

ら発信されています。この年に学習指導要領の基礎・基本が変わったのです。

どう変わったのかというと、それまでは知識・技能を習得することが学校で

の学習のねらいだったわけです。それが今では新しい時代を読んで、関心・

意欲・態度を身につけることに変えたわけです。さらに、文部科学省の中で

何が起こったかというと、明治以来、筆頭局だった初等中等局を、それまで

４番目の局だった社会教育局を生涯学習局と名前を変えてトップに変えてし

まったわけです。学校教育自身も、これから生涯教育のなかでどういうこと

をやらなければいけないのかということを考える時代になってきたわけです

ね。

これからの時代では、やはり教わることではなくて学ぶこと、そして自分

で自分のことを成長させること（p76資料２- ）。そして、高い能力・専門

性をどのようにつけさせていうかが、これからの時代のなかでは重要になっ

ていると考えています。高等学校でやるべきことは、知識・技能を教え込む

ことではなくて、意欲・関心を喚起し、自分で学ぶ方法や態度を獲得させる

ことでしょう（p76資料２- ）。これが高等学校に与えられた新しい使命だ

なと考えています。

子どもたちの学習に必要な４つの柱

昨年２月に、中教審答申で、「知識基盤社会」という文言が示されていま

す（p76資料２- ）。これはすでに1960年代の後半から1970年代にかけて、

知識社会が来ると言われていましたから新しいことではありません。堺屋太

一さんなども1980年代に本を書いています。これがインターネットの普及に

よって、急速に顕在化してしまいました。知識社会の特質を中教審答申では

次のように説明しています（p76資料２- ）。知識に国境がないのだから、

どんどんグローバル化が進みます。だから、ツールとしての英語を獲得しな

さい。それから、技術はどんどん変わっていくのだから、それに対応しなさ

発表２(千葉吉裕)



い。価値観はどんどん変わるのだから、柔軟な思考ができるようになってい

ないと駄目だと。それから性別・年齢を問わず参画することができると書か

れています。

冗談まじりに本校の生徒に言っているのは、早く私よりも高い給料を取り

なさいと。高校生が高い給料をもらうことがありえる時代になったと。今ま

では大学に行って、そのあと企業に勤めてやっと高い給料がもらうというの

は過去のこと。もうそういう時代ではないのだと。知識を持てば、大人を乗

り越えることができる時代になったのだということを言い続けています。

私はたいへん衝撃を受けたので、このスライドをよく紹介しています（p

76資料２- ）。ちょうど沖縄サミットがあったときの裏で、東京で G8の教

育担当大臣が集まった会議が開かれ宣言文を出しています。その宣言文がこ

れです。先進国では今、こういう危機的な状況になっているのだと。伝統的

な工業社会から顕在化しつつある知識社会への変容が起こっています。その

ときに、学習や教授のあり方を根本的に変えなければいけませんと。そのと

きに、これが衝撃的だったのですね。「高い技能レベルを身につけ維持でき

る者は社会的にも経済的にも大成功を収めることができるが」。だから、高

い技能レベルを身につけなさいと。「そうでない者は安定した職業及び、そ

の職業によって得るべき社会的・文化的生活活動に必要な収入を得る見通し

も立たない状態で、かつてない疎外の危機に直面している」と。

この文言を見たときに、今、目の前にいる子どもたちに、高い技能・スキ

ルを身につけさせなかったら、将来どうなってしまうのかということを感じ

たのです。そして、その宣言文の中で、「知るための学習、するための学習、

なるための学習、共に生きるための学習」、この４つの柱が必要な学習だと

述べています（p76資料２- ）。今までは、知るための学習が中心になって

いたのではないかと。だから、高等学校のなかに「総合的な学習の時間」な

ど、いろいろなものが入ってきているのです。

機能しなくなっている一般入試

少子化の影響を考えてみましょう。オリンピックやサッカーを見ていると

分かると思うのですが、今まではたくさんの生徒を競争させて、頂点を極め

るという方法で育成してきました。この代表的な例が、今やっている甲子園
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ですね。高校野球というのはたくさんの学校が参加して頂点を極めていく。

それに対するのが、フィギュアスケートの荒川静香さんや日本の体操選手な

どが代表的な例にあげることができます。早いうちに個性を見抜いて伸ばし

ていく方法です。昔は競技人口を増やし、裾野を広げることで、頂点を高く

するという方法をとってきましたが、これからは子どもの数が減る以上は、

頂点を高めるためには、個性を見抜いて伸ばすという方法に変えなくてはい

けないだろうと思うのです（p76資料２- ）。

だから、早く子どもたちの個性を見抜いて、スキルアップを図っていく。

それは大学に行ってからではなくて、もう高校時代からどんどんスキルアッ

プをしなさいと。そういうねらいで高校の改革というのは、多様化路線が進

められているのですね。

先ほどの寺島先生が言われた進学指導重点校というのは一つですし、私が

勤めている総合学科というのもその一つです（p77資料２- ）。いろいろな

タイプの高等学校が出てきているわけです。学年制や単位制、全日制だった

り、定時制も夜間や昼間があったり、それからチャレンジスクール、エンカ

レッジスクール、神奈川ではフレキシブルスクールと言っています。それか

ら、スーパーサイエンスハイスクールであったり、スーパーイングリッシュ

ハイスクールであったりというように、高等学校はどんどん多様化し、その

個性に合ったかたちでの学習環境というものを整備しつつあるというのが現

状なのです。そうなったときに、今までの方式での受験というシステムが機

能しているのかということを考えてほしいのです。

知が非常に増えてしまい、変化していることを大学は十分お分かりだと思

います（p77資料２- ）。そのときに大学の役割も変わってきていますし、

高等学校の役割も変わってきているのです。授業の方法も変えなければいけ

ません。それでは、獲得した知をどのように評価するのか。そのときに、高

等学校の現場から言わせてもらえば、今の大学の入学試験は高校で獲得した

知を正しく評価していないと考えています。大学は従来型の知の内容と量し

か評価してくれていないのではないかと思われてなりません。

大学としては、当然、学習能力の高い生徒を獲得しようという希望がある

と思います（p77資料２- ）。昔は普通教育がほとんどでした。みんな同じ

ものを学んでいたときには、学習能力を見るのだったら、普通科目でテスト
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すれば、おおむね判断できたのです。だけれども、これだけ学習が多様化し

てしまったときに、はたして学習能力のある子たちが普通教育を受けている

生徒しかいないと考えるのは間違っています。学習能力の高い生徒をどのよ

うに獲得するかが、大学の入試制度改革の鍵になるだろうと思います。

私の計算では、一般入試はもう完全に機能しなくなっています（p77資料

２- ）。だから、受験を目的に学びなさいという意欲の高め方は、もう無理

があります。たいして勉強しなくても大学には入れるのです。受験に縛られ

ていた教育から脱却したときに求められる教育が、お示ししたキャリア教育

や、「総合的な学習の時間」だと思います。これらの教育にどんどん期待が

集まってくるだろうと予想しているわけです。

自分の能力を伸ばせる大学選びを

次に、受験が今までなぜ成立していたのかという話をさせてもらおうと思

います。普通教育が花盛りになったきっかけは、1970年代のオイルショック

です（p77資料２- ）。それまでは工場にたくさん労働者が集まっていたわ

けです。それが FA化、OA化によって、労働者がいらないかたちで効率化

が進められました。それまで工場で働いていた人たち、いわゆるブルーカラ

ーと呼ばれる人たちをどこに収容するのかという、労働者の移行の問題が起

こったわけです。そのときに、ブルーカラーの人たちをホワイトカラーのか

たちに移行する方向で変化が起きました。

また、工場で人がいらないわけですから、若者を同じように就職させたの

では、失業者がどんどん増えてしまうという問題も生じました。そこで、

1970年代、1980年代、若者の収容所みたいな役割を大学が担うわけです。若

者を収容する主な方法は、世界で学校か軍隊です。ここが収容先になるわけ

です。４年間の成長を待つ期間になっています。オイルショック以降、産業

構造も大きく変わり、それまで製造業中心だった社会から、金融、証券、流

通といった産業に変わっていきました（p77資料２- ）。就職希望先と言え

ば、銀行や商社を口にするのが当たり前の時代だったのです。そうすると、

高度な知識・技能が必要となってきますから、大学の進学者を採るという方

法が非常にうまくいったのです。

終身雇用、年功序列型の賃金があったときに、企業は、生産性を高めるた
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めに、入社後新人教育を行いました（p77資料２- ）。新人教育によって、

伸びる学生はどういう学生かと考えれば、難関大学の入試を突破した学生は

伸びる可能性があるだろうと考えたわけです。だから難関大学の卒業生を採

りましょうと。このときに、大学で何を勉強したかなんて、問われなかった

わけです。企業側も、「企業社会は大変だよ、今のうちに遊んでおきな」と

まで言われた時代でした。

このシステムが現在、機能するのかと考えたとき、先ほどのイノベーショ

ンの話で示したように、社会がたいへん早いスピードで変化してしまってい

ますから、無理だと考えられます（p78資料２- ）。自分が一つの仕事を長

くしたいと思っても、転職せざるを得ないような社会に変わってしまってい

るわけですよね。また、職業なり自分の技能を新しく転換しなければいけな

い時代になったわけです。企業はさらにコストを削減しようとしますから、

賃金を払って勉強させる新人教育を省こうともするわけです。新人教育を施

した後に、転職してしまわれたら企業側は損してしまうわけです。とすると、

ますます新人教育を縮小することになります。そこで、企業は採用の際、初

めから能力を持っている学生を採るようになってしまったのです。ここ数年

間で企業の採用行動は、どこの大学の出身かではなくて、大学で何をしてき

たのかということが問われるようになってきたわけです。そうすると、自分

の能力をちゃんと伸ばせる大学選びというのが鍵だと考えています。

大学設置基準の大綱化によって、カリキュラムが大学ごとに異なるように

なりました（p78資料２- ）。学校教育法の改正によって、学部学科名も簡

単に変えられるようになりました。現在、学科数で1,900種類以上あります。

1,900種類のなかから、子どもたちはどのようにして学科を選ぶのか。大学

側もどうしたら選ばれるのか非常に苦労しています。立教大学も非常に面白

い学科を作っています。これまでほかの大学では学べないような教育環境も

整備してくれています。子どもたちは教育環境や教育内容を調べながら大学

選びをしています（p78資料２- ）。中央教育審議会の答申でも、大学の役

割は必ずしも学問研究だけではなく、多様な役割に応じたいろいろな大学が

必要だと言っています（p78資料２- ）。生徒はどのような大学に行きたい

のかを考え大学選びをする必要があります。
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偏差値50でMARCHは入れる

立教大学は、首都圏から多くの生徒を集めているという印象があります。

一方で、地方の大学が急激に役割を変え、囲い込みをはじめようしています

（p78資料２- ）。地方分権が進められつつある中で、地方が生き延びるた

めに、大学が拠点になって産業を興したり、企業をつくるときに大学がバッ

クアップしたり、TLOで技術を移転したり。こういうことが、どんどん起

こっています。地方は雇用が少ないので、都心部の大学に行かせ、卒業後は、

都心部の企業に就職させるというのがこれまで一般的でした。それによって

地方はどんどん疲弊するという現象が起こってしまったのです。地方では優

秀な生徒の囲い込みが始まりました。受験人口のシミュレーションから考え

てみたときに、今後どのようなことが起こるのかを考える必要があります。

今度の入試で69万人と言われています（p78資料２- ）。過年度生、いわゆ

る浪人生は極端に少なくなっており、現役生同志の選抜になってきています。

この間、朝日新聞社の「大学ランキング2007」でも書かせてもらったので

すが、69万人の受験生の入試別入学者を考えてみると、こうなるわけです

（p79資料２- ）。一昨年のデータで推薦入試AO入試によって入学した学

生は22万人です。今年、どこの高校も、多くの大学からの指定校推薦が急増

しています。AO入試も拡大しています。この数は来年もっと多いはずです。

短大への入学者は、幼児教育系、栄養系、看護系は短大の方が、学費が少な

く就職もできる点でかなり有利です。すると、短大の入学者と推薦入試や

AO入試での入学者を合わせると32万人です。今度の入試で考えたときには、

この数はもっと多くなっているはずです。69万人から32万人を引きます。一

般入試の受験人口は、40万人を切る可能性があります。次に入学定員を考え

ていきます。一番難関といわれているのが、国立の医学部。これが4,500人

です。次のところで、医学部以外の帝国大系国立大学、１万８千人。そして

他の国立大学、首都圏では、東工大、一橋大、御茶ノ水大、東京外大、これ

で３千人です。そして、やっと私立大学の難関大学と言われる学校が出てき

ます。４千、６千、1,500。それ以外に、私立大の医学部、獣医学部、３千人で

す。「MARCH」クラスが出てきます。そして、他の国公立大学。そうする

と、ここのところをざっと足し算すれば、20万人ぐらいになってしまうので

すね。ということは、40万人を切った一般入試で、実はMARCHクラスと
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いうのは偏差値50ぐらいの力があれば簡単に入ってしまうことになります。

私立大学の文系に関しては、入学定員の1.3倍に近い入学者数をとりたいは

ずです。それを考えると、入学定員より多く入学できるのですから、偏差値

だけの序列で入学者が決まるとすれば、少し勉強すれば簡単に大学に入れる

わけですね。

一方、大学の方は、この序列のなかで生き残ろうとしたとき、下のほうの

大学はつぶれるしかなくなってしまうわけです。そうすると、それらの大学

は一所懸命、改革をして、自分の学校でしかできないような特色を持とうと

するわけです。子どもたちは、自分の興味や伸ばしたいスキルを考え、自分

の学力ではこちらの大学に入れるけれども、こちらのほうが面白そうだから

ということで入学先を決めるようになってきています。もうしばらくで、推

薦入試とAO入試で入学する学生数が、一般入試で入学する学生数より多

くなり、一般入試で入学する学生は５割を下回ってしまいます。この春の一

般入試で入学した学生は51パーセントでした（p79資料２- ）。

もう一つ、首都圏のマーケット（p79資料２- ）。４年制大学の高等教育

のマーケットはどのくらいあるのかというと、毎年１万人ずつ減っており、

22万人ぐらいしかいません。特に立教大学のマーケットは、この関東南部の

４都県が非常に多いはずです。この４都県の受験人口は、毎年１万人ずつ減

っています。そのわずかなパイを、首都圏にあるたくさんの大学で奪い合い

っている状態で、どうやったら生き残れるかたいへん厳しい競争の中にある

と思うのです。

AO入試の志願者はもうすでに2005年、一昨年のデータで６万人を超えて

います（p79資料２- ）。すると、全受験生が69万人でしたから、６万人と

いうことは１割になっているわけです。世の中の変化のターニングポイント

は、13パーセントから15パーセントといわれており、それを超えると、周知

の事実になってしまうそうです。AO入試についても、これだけの数が活用

するようになれば、今までマイナーな試験だったものがメジャーに変わるこ

とになります。AO入試の受験者は急速に増えることになると、このグラフ

から予想されます。今までAO入試を「あんな試験」と言う人が多くいま

した。今年あたりから、AO入試は受験生にはほぼ認知された試験になり、

そのようなことを言っていられなくなるはずです。そして、どんどん受ける
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ようになる。すると、一般入試の受験の時期にどれだけ優秀な学生が残って

いるでしょうか。優秀な学生は残らなくなるのではないかと予想しています。

高い学費の対費用効果はあるのか

さらに、大学はとてもお金がかかります（p79資料２- ）。どのくらいか

かるのかと言えば、国立大学に自宅から通って、最低400万円ちょっとです

ね。だから、普通の大学だったら600万円ぐらいは当たり前です（p79資料

２- ）。学部によっては、もっと費用がかかります。この金額を見れば、大

学進学というのはとても大きな買い物だとわかります。昔は大学に行けば高

い所得を得ることができました。だけれども、今の時代、はたして大学に行

って高い所得を得ることができるでしょうか。これは非常に厳しいです。こ

のことを明らかにしていかないといけないと思います。これだけ大きな費用

を支払って、はたしてどの程度効果があるか。対費用効果を考える必要があ

ると思います（p79資料２- ）。いろいろな家庭を見ていると、４年間600

万円のお金を払える家庭は本当に少ないと思われます。このことは真剣に考

えざるをえません。

経済的な問題によって起こっている現象の一つだと思われるのが、大学中

退率の急激な上昇です（p80資料２- ）。学校基本調査のデータからグラフ

を作ってみました。大学の在籍年数はだいたい４年間なので、大学の入学者

とその４年後卒業者を経年でグラフにしてみました。入学者の割に卒業者数

が減っているのがわかります。つまり、中退率が大幅に上がっているのです。

入学時点では、含まれない編入学者も卒業者に加わることを考えてグラフを

見ると、中退している学生がたいへん多いことがわかります。これがどうし

てなのか。ミスマッチなのか、経済的な問題なのか、学生に対するケアが行

き届いていないのか、様々な原因が考えられますが、経済的な理由も決して

少なくないと推測しています。今後、大学進学を考える際、考えていかなけ

ればならないことがこの現象の中にあると思われます。

キャリア教育について、企業が大いに賛同した理由も考える必要がありま

す（p80資料２- ）。企業は、バブルのときに若者の囲い込みをやりました。

その時、雇った社員が、役に立たない者が多く、不良債権だと言われている

ぐらいです。今、団塊の世代の引退が始まっていますから、若者が欲しくて
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しようがないわけです。だけれども、今回は、あのバブルのときのような二

の舞を踏みたくない。企業は、はたらく意欲、学ぶ意欲を持っている若者が

欲しいのです。だから、はたらく意欲、学ぶ意欲を喚起しようというキャリ

ア教育に企業は大賛成なわけです。これまでの施策が学校現場だけで議論さ

れていたのに対して今度は社会全体での議論になったわけです。

学ぶ能力・態度のある学生を育てたい

最後に、このような時代認識のもと、教育をおこなった結果、実際に本校

の卒業生がどう活躍しているのかを紹介しようと思います。

ある卒業生は、慶應義塾大学に進学し、『ヌナブト』という約500ページの

本を書いて塾長賞を取っています（p80資料２- ）。また、ある卒業生は大

学院まで進学し、総務大臣賞を取るようなコンピュータのインターフェイス

の研究をおこないました。テレビコマーシャルで有名な着信サイトの会社に

コンテンツを提供する会社を、大学を中退して、19歳で起業、３年目にして

年商10数億円の会社に仕立ててしまった卒業生もいます。だから、大学に行

って学んで稼ぐのではなくて、好きなことはどんどん学んでビジネスにして

しまいなさいと。そして、行った先でとにかく意欲を持って活動しなさいと。

新聞で取り上げられる卒業生もいます。また、デスクトップで見るインター

ネットの画面を携帯電話で見ることができるブラウザを開発した数名の会社

に、本校の卒業生が３人入って活躍しています。この3人は、現在、大学に

在籍している卒業生たちで、会社の中心で活躍しています。いろいろな大学

や専門学校のパンフレットを見ると、本校の卒業生がたくさん出ています。

大学に入学することを目標にするのではなく、学ぶ意欲を高めて、その後も、

活躍してほしいと期待しているわけです。

本校の場合、カリキュラム的に言えば、英、数、国、理、社の授業数は普

通科に比べれば少ない時間しか設置できません。普通教育の学力では、八王

子東などには絶対に太刀打ちできません。でも、何を獲得しているかといっ

たら、学ぶ意欲です。いろいろなかたちで活動できる子たちを育てていこう

と考えています。このような時代の変化を考えたときに、本校でやろうとし

ていること、また大学でやっていただきたいことというのは、教わる能力や

態度に長けている学生ではなくて、自ら学ぶ能力、態度を備えている学生を
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育てていくことだと思います（p80資料２- ）。その能力の方がこれからの

時代に合っているはずです。すると、入学の時点では、一般入試で計る普通

教科の学力は高くはありません。本校の生徒は立教大学にあまり入っていま

せん。これが現実です。入れなかったら、しかたないからほかの大学に行く

しかないねとは言っています。

今回も『週刊朝日』の別冊の『一流校に入る』という本で、本校が一流校

のなかに入って、東大、一橋、東北大の医学部に入学した生徒がいるもので

すから取り上げられたのかと思いますが、生徒に、「うちは一流校だってさ」

と言うと、「ばかじゃない」と笑いながら応えてきます。「別に、東大に行き

たいと思わないし、東大に行くよりも専門性を考えて、大学選びをしてしま

うからね、東大も超越しているから一流校なのかな」と生徒自身も言ってい

るぐらいです。自分のスキルを伸ばせる環境で大学を選んでいく。それで子

どもたちは十分満足しているわけです。だから、たぶん寺島先生の学校とは

相反するような学校ですので、ちょうど今日のシンポジウムでは面白い展開

になるかなと思っているところです。長くなってどうもすみませんでした。

ご静聴ありがとうございました。
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(発表３)坂詰貴司氏

互いに一方通行となっている高大連携

足立 千葉先生どうもありがとうございました。続けて３人目になります

けれども、芝中学校・高等学校の坂詰先生、よろしくお願いいたします。

坂詰 坂詰でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

お手元にレジュメを用意しましたので、それに基づきまして、限られた時

間ではありますが、これからお話をさせていただきます。

まず、今日は４人のパネラーということで、ほかの先生方は皆さん公立で、

私は私立なもので、非常に肩身が狭い思いがしていますが、ちょっと視点を

変えたお話ができればと思っています。

簡単ですが、私どもの学校の説明をさせていただきます。東京の港区にあ

りまして、場所は東京タワーの近くにある学校です。もともとは浄土宗の学

校でして、もちろん今でも浄土宗の関係はあるのですが、そういう学校で、

ちょうど今年が、旧制芝中学校から数えまして100周年という区切りの年で

す。男子校で、現在、中高一貫教育を行っています。最初に中学のときに入

試を行いまして、約300名採りまして、６年間。ですから、在籍数が1,800名

ぐらいの学校です。これがだいたいの説明です。それでは、レジュメに沿っ

てお話しさせていただきます。

私は今日のなかで、高大連携について話をしてほしいということがあった

ものですから、最初のレジュメにも書いてありますように、今後の教育は連

携が重要だということをお話しさせていただきたいと思います。

この連携というのは、今日は高大連携の話をさせていただくのですが、大

きく言って、小中の連携、あるいは中高の連携、あるいは高大の連携、それ

ぞれがこれからキーポイントになっていくかと思います。これはたまたま私

どもの学校は中高一貫ということで、中高の連携というのは同じ学校のなか

でやっていますので、ある程度うまくいっているかと思います。あるいは、

こちらの立教大学の場合には、小学校からありますので、それこそ小中高大

という理想的な連携ができているのではないかと思います。

ただ、現実問題としまして、一般には今日の都立高校のお話にもあったよ

うに、それぞれ高校単体、あるいは東京都の場合には、いくつか中高一貫校

もできていますけれども、高校は単体ということで、中高一貫というのはま
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だまだ少数派です。

そのなかで高大連携ということ

なのですが、まずそこの参考資料

の①をご覧いただきます。参考資

料の①というのは２枚目の後ろ

（p83）です。これは1998年に中

教審の答申で、初等中等教育と高

等教育の接続の改善についてとい

うことで、ご存じの方も多々ある

かと思いますが、このなかで、下

のほうです、高大連携というのを

してほしいということで、これは

接続の改善ということで、⑴⑵⑶の文章が発表されています。このときから

本格的に高大連携が始まっているかと思います。

では、現状ではどんな感じなのかということで、１の②番で現状のお話を

させていただきます（p82）。これは実は、残念ながら現状では非常に高校

と大学の高大連携というのは、表面的にはうまくいっている部分も多々ある

かと思いますが、お話を聞いていますと一方通行という感が非常に多いと思

います。これはどういうことかというと、高校側のほうは、総合的な学習等

に、例えば大学の出前講義を使ったり、あるいはオープンキャンパスを見学

に行ったりということで利用していまして、どちらかというと担当は進路指

導関係の教員です。一方で大学のほうは、ちょっと表現があまりよろしくな

いかもしれませんが、受験生集めの手段として、大学の先生方に聞いてみま

すと、「本当は面倒くさいのだけれども、仕方がないから出前講義に行かな

ければならない」とか、「オープンキャンパスがあったら説明しなくてはい

けない」という話も聞きますし、どちらかというと事務職員の方に担当して

いただいて高大連携を行っているということを聞いています。

今後は高校と大学の教員間連携が必要

後ほどもお話しいたしますが、高大連携は実は東京や首都圏ではあまり盛

んではありません。東京でも多摩地区など一部盛んなところもあるのですが、

坂詰貴司氏 (私立芝中学校・高等学校教諭)
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比較的東京以外のところで基本的にやっているところが多いと思います。

それが分かるのが、次の参考資料②、先ほどの参考資料①の次に書いた３

枚目のものです（p84）。実は高大連携に関する集まりというのは、ここ数

年、いくつか行われています。私が調べまして、実際出席したもの３つをこ

こに挙げました。上に書いてある最初のものが、筑波大学で９月に行われた

もの。それから、次に書かれているのが京都で行われたもの。それから３番

目は、神戸大学で行われたものです。

このなかで非常に盛んだったのが、２番目です。これは第３回高大連携教

育フォーラムということで、京都は「大学コンソーシアム京都」という組織

が大変しっかりしていまして、大学が一丸となりまして、高大連携だけでは

なくて、先ほどお話のあったキャリア教育であるとか、あるいは単位互換で

あるとか、そういうことを積極的にやっている機関があります。そこのなか

にも京都高大連携研究協議会というきちんとした組織がありまして、その協

議会を中心といたしまして、大学と高校の連携というよりは、大学が全部ま

とまって高校と連携するということで、非常に盛んな連携を行っています。

ですから、時間は12月９日金曜日の13時から17時ということで、たった４時

間なのですが、実はこれはたくさんの分科会に分かれていまして、最初に一

般的なお話のあと、分科会に分かれて、その分科会も科目ごとの分科会。す

なわち、国語の分科会、理科の分科会、数学の分科会ということで、いろい

ろな分科会に分かれて、科目ごとでどのように高大連携をしたらいいかとい

うことを議論しました。

その次の神戸大学で行われたもの。これも非常に盛んでして、これは３月

21日、あえて祝日にやったということなのですが、これは大学の先生も高校

の先生もぜひ来ていただきたいというような趣旨で３月に行われていまして、

私も参加したのですが、高校側、大学側、非常にたくさんの参加者がありま

して、活発な議論をしました。詳しい内容は、そこにサイトのアドレスを書

いておきました。そこに当日の議事録が全部出ていますので、ご参考になさ

っていただければいいと思います。

これら２つに対しまして、実は一番上に書いてある筑波大学で行われたも

のは、首都圏で大変珍しいということで、私も参加したのですが、内容的に

は非常に素晴らしいものだったのですが、なかなか周知徹底がなかったこと
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もありまして、大学の先生は結構集まっていたのですが、残念ながら高校側

の関係者が少ないということで、「高大接続と英語入試」という題でありな

がら、なかなか高校側の話を聞くことがなかったのではないかということで、

このへんが首都圏と関西との違いが出ているのかと思います。

話のほうが元に戻りまして、もう一度言いますが、先ほど申しましたよう

に、現在の高大連携というのは、どちらかというと生徒が主体なのですね。

これは、出前講義をしていただいて生徒が行く、あるいは生徒がオープンキ

ャンパスに行く、あるいは生徒が大学の講義を受けて単位をいただくという

ような、生徒主体です。ところが残念ながら、生徒主体は悪くないのですが、

その前に、最後にも書いてあるのですが、なかなか高校と大学それぞれがそ

れぞれの状況を把握していません。把握していなくて、ともかく生徒が大学

に行けば高大連携になるということで動いている部分が多いです。これはい

ろいろ聞いてみて、先ほど申しましたように、高大連携と言ってもなかなか

うまくいっていない一つの原因ではないかと思っています。結局どういうこ

とかというと、例えば今日のこういう機会を通じて、大学の関係者の方に高

校の事情を分かっていただく。あるいは高校の教員のほうも、大学の先生方

のお話を聞いて、大学の現状をよく知る。その上で、連携をしたほうがよろ

しいのではないかと思っています。

私立中学の受験体験が大学選びにも影響

では、レジュメの２(p82)に移りたいと思います。ここでは、先ほどから

都立高校２校の現状でありますとか、生徒の様子などをお話ししていただき

ましたので、私のほうは中高一貫校、私立ということで、そのなかでいくつ

かお話しさせていただきたいと思います。最初に、最近の生徒の様子という

ことで書かせていただきました。先ほど八王子東高校さんのお話もあったよ

うに、私どもでも遅刻指導というのは大変厳しくやっていまして、以前は残

念ながら結構遅刻者が多い時期もありました。やはり遅刻が多いとどうも成

績にも比例するようなかたちがありまして、これはなんとかしなければいけ

ないということで、数年ぐらい前から厳しくやるようになりました。最近は

本当に遅刻が減りまして、われわれも１時間目の授業をするときに非常にや

りやすくなりました。そうしますと、やはり生徒のほうも遅刻指導からいろ
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いろなことがよくできるようになってきたみたいで、例えば学習意欲であり

ますとか、クラブ活動の態度であるとか、あとは学校内での生徒の態度とい

ったものが、なんとなくですが、変わってきたような感じがします。当然の

ことなのですが、そういうことというのは、やはり勉強以前の問題で大事な

のかなということを、改めて感じた次第です。

最近の生徒は、われわれは中学生から見ていますので、小学校から入学し

てきた中学生を見ますと、高校３年生と中学１年生というのはおじさんと子

どもみたいな差がありまして、私などは高校の授業に出ることが多いのです

が、たまに中学校の授業に出ますと、中１などは小学生と間違えるぐらいの

背格好でありますし、非常に考え方が幼いということは感じるのですが、た

だ、それでもこの６年間でわれわれは教育して、なんとか大学に行って大学

で活躍してもらおうと教育しています。そういった意味で意欲は結構昨今で

は低下しているという話も聞くのですが、比較的、中学生のうちは難しいか

もしれませんが、高校ぐらいになってきますと、意欲のある生徒というのは

前と同じか、あるいは場合によっては、これは学年による差があるのですが、

逆に増えている傾向がある場合もあります。ただ、これは私ども私立一貫校

の話ですから、これが一概に全部の学校に値するとは思いませんが、そうい

う印象もあります。

それから２番目としまして、生徒が大学を選ぶときということでお話をさ

せていただきます。これはやはり難しいことがありまして、どういうことか

といいますと、どうしても私どもは私立の中高一貫校ということで、まず彼

らの頭に浮かぶのは私立大学らしいですね。そうすると、東京の私立大学と

いうことで、もちろんこちらも含めまして、東京にある有名大学を選びます。

これはわれわれが、例えば国立大学もあるよとか、東京を離れたらという話

をしても、なかなかそのようには頭を変えてくれないようです。特に東京が

大好きな生徒が多いものですから、国立、私立どこでもいいから、東京がい

い。少なくとも首都圏がいい、少なくとも実家から通えればいいというかた

ちで、われわれはそれがすごくいけないことではないと思うのですが、もっ

と選択肢を広げれば、いろいろな可能性のある大学も行ってもらえるかと思

うのですが、なかなかそういう頭がないようです。

ただし、それが変わる時期があります。高校３年生の３学期です。その時
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期になり、いざ受験を目の前にしますと、センター試験などが行われて、自

分の点数が分かった段階で、これはちょっと国立大学で首都圏は無理だなと

思うと、ようやく地方にも目を向いてもらえます。その段階で行く子もいれ

ば、やはりもう一年浪人をして、どうしても都心の学校に行きたいという生

徒もいますが、なかなかそこまで、場所が場所だけに思わない生徒が多いよ

うです。ですから、そのへんが東京の都心にある私立中高一貫校というのは、

特殊な事情があるかもしれません。

それから、これは進学校と言われているところが多いと聞いていますが、

全国的にはいわゆる理系離れということで、だんだん工学部受験者が減って

おりますし、数学や理科の分野では危機は持っているのですが、私どもの学

校では、いまだに理系のほうが非常に人気があります。先ほど言いましたよ

うに、１学年300名ほどおりまして、高校２年生、３年生で文理分けをしま

すと、今でも、300名のうち200名が理系、100名が文系というように、大変

理系が多いです。理系が多い分だけ、どうしても東京で言うならば、やはり

理系がある総合大学、あるいは理系だけの大学というところが、人気があり

まして、もちろんこちらの立教大学さんも理学部がありますから、そういっ

た意味では人気があるのですが、ほかに理系の、もっと工学部などがある大

学のほうをどうしても選ぶような感じがあります。

そこで、先ほども申しましたように、高校３年生の３学期にいろいろなこ

とが最終的に彼らの頭の中で固まるということがあるのですが、結構離れな

いのが中学入試のことなのですね。これは、先ほど申しましたように、われ

われは一貫校ですから、彼らは中学入試を経て来ているのですが、やはり中

学入試のときにいろいろな学校を選びます。たぶん立教さんの附属中学も選

んだと思うのですが、そういうときの経験が６年間ずっと離れないのですね。

そうすると、大学受験のときに、あの大学は中学受験で受かったけれども行

かなかったから、今さら大学になって行けないとか、あるいは、あの大学は

あの附属中学に受からなかったから、嫌だとか、非常に貧弱というか弱いと

われわれは聞いていて思うのですが、そういうのが結構ありまして、このよ

うな影響は高校入試がないだけに余計あるような気がしています。

ですから、繰り返して申しますが、比較的私立の６年制の学校というのは、

私立大学の傾向が強いのではないかということが分かります。
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オープンキャンパスはイメージダウンの場合も

３番目の、生徒が歓迎する大学の取り組みというのは、これはもういろい

ろな取り組みを、今、大学さんはなさっていますので、それぞれ生徒は情報

に敏感ですし、ホームページ等見ておりますので、よく知っていまして対応

しています。オープンキャンパスも結構盛んになさっていまして、この夏休

みなどですと生徒は必ずオープンキャンパスに行きますし、われわれもオー

プンキャンパスに行ってレポートを書かせたりしていますので、生徒は喜ん

で行くのですが、ただ、いろいろな生徒の話を聞きますと、オープンキャン

パスに行ってイメージが悪くなるということもあるのですね。これはその生

徒がどういうイメージで行ったのかというのをこちらも把握していませんか

ら何とも言えませんが、やはりオープンキャンパスをおやりになる場合には、

それなりのことをしていただかないと、ただよく見せようだけしていますと、

結構今の生徒はある意味で賢いところがありまして、「あれは見せているか

らやっているのだな」というようなことを、９月になると結構言ってきます。

そういうことがありますと、それまではいいイメージを持っていた大学が、

オープンキャンパスに行くことによって、どうしようかなと思うことが結構

あります。これは別に立教大学がどうのこうのというのではなくて、一般的

に私立大学、あるいは国公立大学でもオープンキャンパスをやっていますが、

その点をおやりになるときにはお気をつけになったほうがよろしいと思って

います。

そのほかに、これはオープンキャンパスとまたちょっと話が違うのかもし

れませんが、大学の取り組みで結構生徒に人気があって、それで大学に行き

たいというのが、具体的に申し上げて東大の進学振り分けなのですね。いわ

ゆる「進振り」というものです。国立大学の志望者はそれほど多くないので

すが、その少ないなかで東大を志望する人間が最近増えてきまして、実際に

はそんなに入っていないのですが、その生徒たちになぜ行きたいのか聞いて

みますと、結構東大の「進振り」が気に入ったと。これはご承知かどうか、

今度少し制度も変わりますけれども、東大の場合には文Ⅰ、文Ⅱ、文Ⅲ、理

Ⅰ、理Ⅱ、理Ⅲで入って、入って最初は駒場にいまして、それから本郷に行

く。その本郷に行く過程で、改めて学科を選び直せる「進振り」という制度

です。要は、入るときに事細かに決めなくていいから、それがいいというこ
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とで、決定を先延ばしするという、私からするとどうかなとも思うのですが、

やはり大学の何学部何学科で決めて、それを４年間ずっとやっていく自信が

ない生徒が多いものですから、そういった意味では、入ってからそういう変

更がきく制度を前面に出しているのというのは、結構魅力があるようです。

もちろん他の大学でも、それぞれ入ってからいろいろ変わる、転部などもあ

るのですが、生徒にはなかなかそういうことまで情報が伝わってこない部分、

われわれに話を聞いて、私などがそういうのがあるよと言っても、どうもな

かなかそういう話が伝わってきません。それに比べて東大の「進振り」とい

うのは昔から有名で、東大は別にそれを売りにしているわけではないと思う

のですが、結構そういうものに魅力があるのかなと思っています。

立教の売りになるホテル人材育成

時間もだいぶなくなってきましたが、あといくつかお話しさせていただき

ます。４番目、立教大学に望むことということで、これは何をお話ししたら

いいか、私もちょっと迷ったのですが、あえてこれは生徒が望むというか、

私の個人的な意見になるのかもしれませんが、立教大学さんは結構早い時期

から観光学部をつくっていまして、今年も新しい学科を創出して力を入れて

いるかと思っています。たぶん観光学部の卒業生というのは、名前からいう

ように、観光の産業でありますとか、そのなかにはホテルなどにも就職して

いると思います。これなどはなかなか日本の大学ではきちんとやっている大

学はまだまだ少ないかと思います。

ですから、こういう部分はこれからもっともっと充実していただきたいと

思います。例えばご承知かと思いますが、アメリカのニューヨーク州にコー

ネル大学という有名な大学がありますが、あそこに以前行きましたときに驚

きましたのは、たまたま私の教えた生徒が行っていたものですから、彼はエ

ンジニアリングをやっていまして、それを見学しに行ったのですが、そこで

大学のホテルに泊まったのですね。大学のホテルですからたいしたことはな

いと思って泊まりましたところ、びっくりしましたのは、非常にサービスが

いき届いていて、洗練されていたことでした。コーネル大学というのはエン

ジニアリングで有名なのですが、実は世界でも冠たるホテル学科がありまし

て、これは世界中の有名なホテルのだいたいオーナーや支配人はほとんどそ
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こを出ているという話を聞いたのです。これは私も全然知らなくて行って驚

いたのですが、どうもコーネル大学のホテル科の生徒ですとか、あるいは先

生が中心となってそのホテルを運営しているそうで、確かに多少荒削りのと

ころもあるのですが、非常にそういう点では実地研修がなされて、素晴らし

いホテルでした。

そのホテルの近くにホテル学科の授業の建物があったのですが、そこには

求人票が張ってあって、自由に見られたものですから、私も見たのですが、

結構日本のホテルがそこに求人を出しているのですね。全部英語で書いてあ

るので、どうせアメリカのホテルだろうと思ったのですが、よく見ると北海

道のホテルであるとか、大阪のホテルであるとか、いくつも日本のホテルが

そこで求人を出していました。実際にそこを出た学生さんがどれだけ日本の

ホテルで働いているかどうか、私は調査していないので分からないのですが、

日本でもこれから外資系のホテルがたくさん進出する予定もありますし、ホ

テル関係の人材というのはたぶん需要としては多いと思うのですが、なかな

か日本ではそういう人材を育成する機関がまだまだ少ないのではないかと。

昨年あたりは、北海道のウィンザーというホテルにはホテルマネジメントを

する部署があるのですが、そこで研修を受ける勉強会を開いていましたが、

そういうことを含めまして、別に立教大学さんにホテルをつくってくれとは

申しませんけれども、たぶん今後の需要は結構あるかと思いますので、こう

いうのを一つの売りにしますと、今まで海外に流出していった人材が、少し

は日本で勉強していくのではないかなという感じを受けています。

カリキュラム作成など教科レベルの連携を

時間もなくなってきましたので、「高大連携の将来への提言」ということ

で、あと数分お話しさせていただきます。

先ほど申しましたように、現在の高大連携というのは、もちろんうまくい

っている例もありますが、結構生徒中心ということでなかなかうまくいって

いない、かたちだけのものということが多いと聞いています。ここで今日せ

っかくの機会ですので、私から提言させていただきたいのは、これからはぜ

ひとも生徒中心から教員中心へ。この教員中心というのはどういうことかと

いいますと、高校側の立場で言えば、先ほど申しました進路指導関係の教員
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から教科担当の教員。大学側としましては、事務職員から大学の先生方。こ

の窓口を広げていただくことによって、うまくいくのではないか。これはそ

こに書きましたが、例えば前々から問題になっています。入試問題に関しま

しては、高校と大学では意見の相違がありまして、大学側のほうはこんなこ

とも分からないのかというお話があったり、あるいは高校のほうでは、高校

で全然勉強していない科目の内容であったりということで、これはもう長年

のなかなかうまくいかない、歯車が合わないことがあるのですが、そういう

ものを目的とした連携をして、よりよい入試をつくっていったらよろしいの

ではないでしょうか。

あとは、教授法の連携というのはどういうことかといいますと、最近各大

学さんで大変教授法の勉強会や、あるいは FD、SDのセミナーが行われま

す。私も機会があるたびに参加するのですが、非常に先生方は熱心にお勉強

なさっていて、われわれも感じることがあるのですが、結構大学の場合には、

残念ながら高校までの教員と違いまして、いわゆる免許があるわけではあり

ませんので、そういう教授法のことを今までなかなか接する機会がなかった

ようです。ただ、高校の場合には、いいか悪いか別としまして、一応そうい

うことを大学のほうで学びまして、免許をいただいて授業をしているという

ことで、結構高校の授業方法が大学の授業に参考になる部分があるかもしれ

ません。これはあるかもしれませんというのは、すべてあるとは思わないの

ですが、そういった意味で連携をしても面白いのではないかと思っています。

それから３番目は、教育実習を通じた連携なのですが、たまたま先日まで

教育実習生が私のところに来ていたものですから、そんなことも浮かんだの

ですが、結構教育実習生というのは、高校と大学をつなげる意味では重要な

役割ではないかと思います。先ほどどなたかのお話のなかで、教育実習生が

来て、自分の出身大学のこういうところがいいという宣伝をしてくれる場合

もあれば、逆に宣伝でなくて、あの大学はあまりよくないよということを言

うこともあると聞いています。教育実習というのは、当然ながら大学で教育

実習の免許を高校側に委託をして、高校のほうで面倒を見て評価をするわけ

なのですが、現状ではなかなか意思疎通が成り立っていません。ですから、

大学から書類が回ってきまして、いついつまでに書いてくださいということ

で、どういう観点で評価したらいいか、あるいは、具体的なことというのは
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書類に書いてくれません。それは高校のほうでご自由に書いていただければ

いいということがあるかもしれませんが、昨今、先日の新聞に、これはまだ

決まっていないことなのですが、教育実習を母校でやるのは禁止しようとい

う動きがありますが、これは母校でやると甘くなるので、適切な評価が出て

いないのではないかというお話がありますが、実際に現状を見ますと、どう

いう評価基準でどういう点数を付けてほしいということがまったく大学から

来ていない段階で、高校側の評価というのはやはり非常に出しづらいですね。

ですから、そういう現状を変えても甘くなるのであれば、これは母校でやる

ということはよくないかもしれませんが、やはりそういう連携が残念ながら

今は気薄という段階で、それをすぐ変えるのはいかがなものかと思います。

ですから、それを通じた連携も大事かなと思います。

受験科目しか勉強したがらない生徒たち

最後ですが、連続的なカリキュラム作成のための連携というのは、よく言

われていることですが、やはり私は数学の分野ですから数学の話をさせてい

ただきますと、例えばいまだに文系の生徒でも、大学の先生方は微積の難し

いものをやっていると思って授業をなさっている方が多いと思います。とこ

ろがご承知のとおり、大学入試では、経済学部、商学部でありながら、数学

を外す場合も多々出ています。ということは、生徒の方は受験科目にないわ

けですから、別に勉強しなくてもいいのだなと錯覚に陥るのですね。われわ

れは一所懸命、経済学部が微積などは絶対に使うから、絶対に簡単なもので

もいいから頭に入れておかないと、大学になったら困るよと話をしても、

「先生、受験科目でないからいいのではないですか」とあっさり言われてし

まいまして、それで入学します。入学してから飛んできまして、「先生、数

Ⅲの教科書は余っていませんか」と。どうしたのかと言ったら、「大学では

先生が、数Ⅲのことは知っているものと思って授業をしている。これではま

ったく授業についていけないから、なんとかならないか」ということがいま

だにたまに聞かれます。これはずっと前から言われていると思うのですが、

こういうことは生徒にとって非常に不幸なことでありますし、あるいは大学

側にとっても、大学さんによりましては補習授業を行ったり、あるいはそう

いう支援室をつくって、高校の教員のOBの方を雇って、懇切丁寧に授業を
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なさっている大学もあるかと聞いていますが、それが大学としていいのであ

れば構わないのですが、やはりそういうことをやらずに済むために、高校と

大学の教員が、先ほど言った教科レベルで連携して、お互いに、ではここま

で勉強したら次はここにしましょうということがあれば、先ほど申しました

入試問題や、あるいはカリキュラムの作成、いろいろなものに連携があって

うまくいくのではないかと思っています。完全に私の個人的な提言ですので、

これを現実問題としていいのかどうか分かりませんけれども、ちょっとまと

めてみました。

最後に一つだけ書いたのですが、今日はたぶん教育関係の方が多いのです

が、私が日ごろから思っていますのは、なかなかこの変化に富んだ時代で学

校のことを考えるときには、教育関係のわれわれだけでは無理だと思います。

これからやはりいろいろな方々、学校に関係ない方々。今いろいろな機会が

ありまして、学校の先生方もそういう分野からお知恵を拝借すること多いと

思うのですが、まだまだ少ないと思います。いろいろな方々からお知恵を拝

借することによりまして、よりよい接続、よりよい教育ができるものと思っ

ていますので、こういう機会をまた立教大学さん、ほかの大学さんでもつく

っていただきまして、大勢の方々に考えていただいて、お知恵を拝借できれ

ばありがたいのではないかと思います。

簡単ではありましたけれども、発表を終わりたいと思います。どうもあり

がとうございます。
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(発表４)鷲尾雄慈氏

簡単なことからできるようにさせる

足立 ありがとうございました。それではここで一旦休憩に入らせていた

だきます。

(休憩後）最後に新潟県立三条高等学校の鷲尾教頭先生にご発表いただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。

鷲尾 こんばんは。三条高校の鷲尾と申します。今日は７月13日ですが、

実は２年前の今日、水害で校舎が完全に水没しまして、100人ぐらい校舎に

取り残された学校です。学校のアウトラインですけれども、国公立大学に４

割が進学し、その半分がだいたい新潟大学です。全部で４分の３ぐらいが現

役で大学に進学する新潟県の県央と呼ばれる地域の伝統的な進学校です。

今日は三条高校でやっていること、三条高校の実践がどうこうということ

をお話しするのではありません。私は先ほどご紹介いただいたように、「特

色ある大学教育支援プログラム」の審査員を２年間やっています。高校から

選出されている委員はごく少なく、高校の進路指導の立場から審査をすると

いうことで加えられていますので、今日はその立場から話をしろということ

で、参ったわけです。

先ほど晴海総合の千葉先生のお話がありましたが、私も教員のスタートは

都立高校からで、進路が多様な普通高校でした。新潟に戻りまして、ご存じ

かどうか分かりませんが、新潟県の新設高校の起爆剤である国際情報高校の

創立期に勤務しました。１期生から東大に３人入れましたので、進学校型の

キャリア教育をどのように行うのかという視点でお話ししたいと思います。

レジュメとパワーポイントの資料がお手元にあると思いますので、それを

見ていただければと思います。

まずは新課程の生徒なのですけれども、学力低下だ何だと言われますが、

私は生徒の能力が落ちているのではなくて、中学校の指導内容が落ちている

のだと思います（p86資料４-①）。中学生はどのように勉強しているかとい

うと、あの薄い教科書をとにかくひたすら覚えることをやっています。特に

理科と社会はその傾向が強いように思われます。私は、専門が化学なのです

が、生徒は１年生の１学期の中間試験では、教科書に出てくる反応式を全部

覚えようとするのです。中学校では20個ぐらいしか出てこないから、覚えて

発表３(坂詰貴司)



終わりなのです。ところが、高校では覚えきれません。どういうルールに従

って反応が起きるのかという、根本的なところをしっかり分かって、帰納的

に理解していかないと問題は解けません。中学校は絶対評価ですので、とに

かくこのレベルまで、覚えてしまえばそれでもよしということなのですね。

卒業してからもアフターフォローで、三条高校の１年生のためにといって、

中学校のときの塾が定期考査の対策プリントを出してサービスしています。

簡単に入手できる予習情報です。しかし、実際の大学入試というのは自分で

対応していかなければいけないので、塾の魔の手を断ち切らせなくてはなら

ないのです。

それから、後でパワーポイントで示しますが、「場合分け」の概念へのと

まどいがあるのです。中学校と高校の決定的な違いは、「場合分け」ができ

るかどうかです。とにかくその対策は、内容をどれだけ精選して学習時間を

確保させて自分でやるしかないと自覚させて、できることを増やすことで自

信をつけさせていくことが必要です。これが今の高校生に対するオーソドッ

クスな指導方法だと思っています。だから、私は、先生方には、「今の子ど

もと昔の子どもは違うのだから、教える内容を減らせ 」と言っています。

教える内容を減らして、その減らした内容をきちんと分かるようにすること

が大切だと思っています。ですから、化学では生徒全員が反応式なんて書け

なくていいとも言ってます。理系に進む生徒は反応式を書けなければいけな

いけれど、文系に進む生徒は反応式を書けなくてもいいということです。反

応式を書けなくても、何が何に変化する、どういう理屈で変化するというの

が分かれば、センター試験の問題は解けます。とにかく簡単なことをできる

ようにするというのが、新課程の生徒に対する指導のポイントだと考えてい

ます。

今年の公立高校では全国的に注目された２校があります。金沢泉丘高校と

富山中部高校です。特に、金沢泉丘高校は、全国の高校をいろいろ研究され

ていて、やれることを増やす指導を徹底的に実施されたのです。そうしたら、

現浪合わせて東大20人合格という結果がついてきたのです。新課程のツボを

きちんと押さえられて、要するに、昔の高校生はできたというノスタルジー

ではなくて、今の高校生はこういう高校生だからこのようにするのだという

ことをきちんとされたのだと思います。
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地方の公立高校は先週末か来週

末に進研模試をやります。これは

全統模試の問題なのですが、これ

は典型的な高校１年生の数学がで

きるかできないかの分かれ目にな

る問題です（p86資料４-②）。ｋ

の値によって場合分けをして、最

大最小を求める問題です。この場

合分けの概念は中学校では出てき

ません。例えば確率も、裏と表が

出る確率を求めるとか、２枚同時

に投げたときに出る確率を求めろ

というのを中学校でやりますけれども、１回戻してとかいう「場合分け」は、

高校に入ってからなのです。

県ごとの状況をつかんだ PRが必要

これもよく言われているところですけれども、英語は長文読解、国語は古

文と漢文が本格化しますから、高校受験のときの貯金では食っていけないと

ころをできるようにさせるかどうかが大切です（p86資料４-③）。そのため

には３時間ぐらいの家庭学習が必要です（p86資料４-④）。３時間の根拠と

いうのは、複数科目を毎日勉強できる時間かどうかです。それから、生徒に

も、親にも大学や大学入試に関連する情報を自分の言葉で伝えます（p86資

料４-⑥）。東大はなぜ難しいのかとか、二次試験の教科数がどうなっている

のかとかということを理屈でわかってもらいます。

私が、生徒にまず話をしているのは、志望校選ぶときにどのように条件を

絞っていくのかということです。新潟大学にある化学系学科を列挙しました

（p87資料４- ）。実は「化」という文字が入る学科は３つしかないのです。

しかし、ここに示したのは全部化学系が学べる学科です。大学院に行くと、

これらの学科は、大学院自然科学研究科に吸収されてしまいます。当然です

けれども、どういう研究をするかというのは、その担当の先生のところにつ

いて決まるわけですから、学びの中身というのが何なのかを見抜く力が必要

鷲尾雄慈氏 (新潟県立三条高等学校教頭)
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です。３の(2)あたり（p85）に書いてありますけれども、高校の進路指導

の本質というのは、将来の自分を考えさせることから逆算させて、今の自分

がどうなのかという自己理解をさせ、将来の目的が何なのかをはっきりさせ

ることが必要です。そして、その手段として何をしなければいけないのかを

考えさせた上で、実行させることになります。

高校生の大学選定基準の初期値は成育歴で決まります。これは河合塾が今

年出された新潟県出身者の受験者数の大学ランキングです（p87資料４-

）。新潟県人が大学をどれだけ知っているかということが読みとれます。

東大はもう雲の上だと思っているので、ベスト20に入りません。私立につい

ては、新潟県人は日大が大好きだということがわかります。東洋大学が多い

のは、井上円了が新潟県の出身者だということもあるのですね。それから、

早慶では、早稲田のほうが好きです。立教大は全然このランキングに出てき

ません。新潟の人に、立教大学というのはどういう大学かということはイメ

ージしづらいようです。池袋とはどういうところかがイメージできず、西口

からちょっと歩くとこんなツタの絡まるキャンパスがあるということを知る

人がどれだけいるでしょう。ですから、大学の広報の問題だと思うのですけ

れども、その県の状況をつかんでＰＲしていただきたいのです。

成育歴に付加されるのが、成績・偏差値です。さらに、プラスアルファは

進路指導教員の力量によって付加される部分です。子どもにも親にも一番わ

かりやすいのは、偏差値や難易度という物差しです。今は大学改革とか、大

学院の充実というのが国の施策として行われています。しかし、特色 GPや

COEと言っても、なかなかその中身の部分までは分からないですよね（p

87資料４- ）。高校現場では新聞に掲載されると話題になりますが、そのと

きああいうのがあったなというレベルの話で、実際にそれが何なのかという

のはやはり浸透していないというのが事実です（p87資料４- ）。私はたま

たま特色 GPの委員をさせていただいている経験があるので、どういうこと

をやっているのか、きちんと話ができますけれども、高校関係者で審査員を

しているのは２、３人です。また、特色 GPや COEの選定理由なんていう

のを一般の人に、わかるように話をしろと言われても、私にもできません。

最先端の学問の中身は、そこの大学の先生が話をしなければ伝えることがで

きないと思います。これが「高校から見た大学教育」の現状です。大学の広
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報においては、自分の大学の特色というのがどういうところで評価されたの

かということを伝えることが必要なのではないでしょうか。

偏差値そのものだって、結局、どういうものか生徒も保護者も知りません

（p87資料４- ）。中学時代は、クラスの何番目ぐらいにいるとＡ高校に入

れそうだという言い方をしますけれども、大学入試では、８万番目にいると

国立大学に行けそうだとかでは話がわかりにくいので、偏差値が使われるの

です。

病巣をどのように判断し説明するか

これは今年のセンター試験の英語の問題です（p88資料４- ）。最後のこ

の15点の問題にたどり着けるかどうかで、トータル何点取れるか決まってく

るのだということを話しています。センター試験で得点するためにはスピー

ドの訓練が必要です。そのスピードに慣れていくことも、先ほどから千葉先

生が言われている能力の一つです。じっくり考えてやっていくというのも一

つの資質ですけれども、瞬時に判断をし、決められた時間のなかで次々と課

題を解決していくというのが、社会に求められている資質の一つです。化学

の場合、今年のセンター試験の１・２ページは、鉛筆を使って解いてはいけ

ない問題だと指導しています（p88資料４- ）。要するに、第一問は、目で

追って答えられるようなスピードがないと、センター試験の化学の問題は最

後まで解答できないのです。

これはベネッセの「Compass」の画面ですが、実際に進路指導をすると

きに、こういったシステムを使います（p88資料４- ）。センター試験の自

己採点後に、どこに出願するかの面談では、このようなシステムを参考にし

ます。この例で言うと、新潟大学のＢ判定からビハインド26点なので、その

まま新潟大学に出願するか、長岡技術科学大学に変更するかという判断をし

ます。実際に、この生徒はビハインドを跳ね返すリスクが大きいので、長岡

技術科学大学に出願し、合格しました。経験の少ない教員が面談すると、た

だ単に「ああ、Ｄだね。志願変更しよう」とかいうことになります。医者の

画像診断技術と同じで、見る画像は同じですけれども、病巣をどのように判

断して、相手にどのように説明してくか、インフォームドするかというのが

進路指導教員の能力の差になってきます。また、地方では、地元の国立大学

発表４(鷲尾雄慈)



と東京の私立大学の難易度の関係について、きちとんした物差しを持ってい

る人はあまりいません。地元の国立大学は、MARCHと同等の難易度、あ

るいは上だと思っている方のほうが多いです。これを見せると多くの生徒た

ちは「ええっ」と驚きます（p88資料４- ）。これは去年のデータですけ

れども、日大の工学部のセンター利用が、なぜ新潟大学の工学部の滑り止め

になるか。日大の工学部が郡山にあるということが分からないと、この図式

が解けないですよね。日大の理工は御茶ノ水、生産工が習志野、工が郡山だ

ということをしっかり認識してもらう必要があります。

それから、私大の受験で重要なことですが、同一日程の入試がこれだけあ

って、この中で一つしか受けられないということも重要です（p88資料４-

）。立教大学が、今年、全学部日程入試をやられて大ヒットしたので、来

春から明治と法政と専修が追従して、２匹目のドジョウを狙ってますよね。

これも、また、ごちゃごちゃになって、２年ぐらい経つと多くの大学が全学

部日程方式をやるようになると思います。ただ、これに関しても指導のテク

ニックがあります。センター利用があり、一般入試も全学部日程と個別学部

日程があるというシステムをよく分かっていれば、本当に行きたい大学であ

れば、「有効に利用しなさい」という指導することができるのです。

評定平均値が高い＝まじめに努力した

お金をどうするかという話は非常に重要なので、親には必ず話します。専

門学校と大学の学費の差は、単年度ではほとんどないことや奨学金の話です。

奨学金は、「きぼう21」を借りなさいと話します（p89資料４- ）。それか

ら、これはリクルートの資料ですけれども、相談相手は母親だから、母親が

進路についての基礎知識がないと相談相手になれないわけです（p89資料４

- ）。だから、母親をどうやって巻き込むかは重要です。私は、生徒への指

導と保護者への指導を分けています。

非常に限られた時間のなかで話をするので雑ぱくになりますけれども、先

ほどの千葉先生の話にもあったように、進学実績のない大学からも、毎日の

ように指定校推薦の通知がきています。もし、大学が指定校を考えるのなら、

一般推薦で継続的に入学している高校なら様子もわかっていますから、そう

いう高校だけを指定校とするのが一案だと思います（p89資料４- ）。それ
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から、評定平均値ですが、当然、高校間格差がありますし、高校によって成

績内規の差もあります。例えば、80点で５だという高校もあれば、85点でな

いと５にならないという高校もあります。ですから、評定平均値が高いとい

うことをどう評価するかということですが、学力があるかどうかというより、

まじめに努力した生徒であると見ていただきたいのです。いろいろな高校が

ありますが、進学者の少ない高校でオール５に近い成績の生徒は、その学校

できちんと学んでいる生徒だということですし、進学校でオール２に近いよ

うな生徒は、普段何もしていない生徒であるというような見方ができるのだ

と思います。

地方では、とにかくセンター利用をしなさいという指導をします（p89資

料４- ）。対費用的にも、一般入試１校分でセンター利用５校分くらいにな

ります。新潟から出てくると、新幹線でだいたい２万円、１泊１万円、一般

入試の受験料が３万５千円。もうそれだけで、諸経費でざっと８万円くらい

かかるわけです。８万円あったら、センター利用を５校分ぐらい出願できま

すよね。

バレンタインまでに１校ゲットさせる

私大の受験で大事なのは、バレンタインまでに１校ゲットできるかどうか

です。だから、全学部日程入試や地方試験入試というのは入試日が早いので

非常に有効なのですね。例えば、最終的に東大に受からせたいという生徒に

ついては、早慶のセンター利用のどちらかをゲットさせると、それだけで安

心感が１カ月半もちますから、本命のラストスパートにつながります。

最後になりますが、ある入試制度がヒットすると、皆がそれに追従します

（p90資料４- ）。そうすると、バッティングが起きたり、翌年には回避し

たりして、志願者数が大きく変わります。入試制度については、もっとどっ

しり構えることも一つの方法かなと思います。それから、ほとんどの保護者

と地方の多くの教員は、大学に対する個別の知識はないものだと思われたほ

うがいいです。全部が全部とは言いませんけれども、やはり新潟県の高校教

員の多くは新潟大学の出身者ですから、自分が在籍したころの新潟大学のこ

とは知っていますけれども、都内の私立大学になると、どこにどういう大学

があって、どういう歴史なのかまで語れる人は少ないです。私は数少ない語
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れる人間の一人なので、こうやって指導できるのですが、知らないと偏差値

情報だけで指導することになります。実は新潟大震災の後に、本を整理して

いましたら、ポパイに連載されていた『田中康夫の大学受験講座』などとい

う本が出てきまして、ビックリしました。田中康夫さんも昔はこんなのを書

いていたのだなあと懐かしく読み返しました。偏差値が低くても、お得な大

学などというのがたくさん出ています。実は私の教え子もフジ系列のアナを

やっていますけれども、「アナになるには白百合 」などと書いてあります。

最後に入試問題ですけれども、とにかくシンプルな問題をお願いしたいの

です。シンプルな問題の代表がセンター試験で、もう一つが東大の入試問題

です。『ドラゴン桜』が流行りましたけれども、あのドラマは東大理一に絞

って指導したから成立したのです。シンプルでフレームが決まっていて、ど

こをどう攻めればいいかという対策が非常に立てやすいのが東大の入試です。

ただ、ドラマですから、あんなに簡単に東大に入れるわけはないですが、何

も知らない生徒に、「こういうフレームになっているから、おれの言うとお

りについてこい 」と言ってやらせきることは重要です。このことは私も共

感する部分があり、自分の方針とも合致していました。入試制度も入試問題

も、拡大路線できましたけれども、シンプルに戻すということも一つの考え

方ではないかなと御提言を申し上げます。時間を守ると言いながら４分超過

しましたが、あとはお配りした資料を見ていただければと思います。御静聴

ありがとうございました。
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自己の成長の場をどこに求めるのか（鷲尾）

足立 鷲尾先生、ありがとうございました。それでは、先生方、そのまま

壇上のほうにお上がりください。では、続けて始めさせていただきます。い

ろいろと先生方に本当に熱のこもったお話をしていただきました。それぞれ

のテーマで一つのシンポジウムをやってもいいぐらいだったと思っています。

ここで皆さま方からの質問を受け付けたいと思っています。どなたかいらっ

しゃいますでしょうか。何でも結構です。

質問１ 僕は東京大学の学生です。おうかがいしたいのは、結局のところ、

なぜ高校生が大学に行かなければいけないのかと高校生に聞かれたときに、

どうやって答えるのかなということです。僕自身が高校生だったときに、結

局聞いたところでたいした答えが返ってこないので、今の先生はどういうこ

とを考えて、大学に行く人に対して進路指導をするか、どう答えるのか聞き

たいのですけれども。

足立 大学に行く理由ということですね。進学指導の根源的な問題でもあ

るわけですが、どなたかお答えいただける先生はいらっしゃいますか。

鷲尾 今、私は教頭なので、この時期、中学生の説明会に頻繁にでかけま

すが、中学生に「国民の義務を３つ言ってみなさい」と問いかけます。勤労

の義務が出てきますから、国民は働く義務があるが、働くということには二

つ意味がある。一つは生活のために金を稼ぐことであり、もう一つは社会貢

献することで、社会貢献をすることが重要なのだということを話しています。

社会貢献をするときに、高度な技術や知識や資格がないとできない仕事に就

くときに、大学進学が必要になるのだと説明します。中学生に一番わかりや

すいのは先生です。基本的に大学で進んで、教職の単位を取らなければ免許

は取れません。だから、先生を目指すのであれば、いわゆる進学校から大学

を目指すのが一番近道になると話します。しかし、美容師志望ならば、違う

考え方もあるよとも言います。美容師は大学に行かなくてもなれるかしれな

いけれども、例えばハリウッドで活躍したいのであれば、当然、英語をしゃ

べれないといけないのだから、単に専門学校に行くということを考えないほ

うがいい場合もあるというように話します。



足立 千葉先生は鷲尾先

生のお話に頷かれて聞いて

いらっしゃいましたが、い

かがでしょうか。

千葉 同じだと思います。

大学はアカデミックなこと

をやりにいく世界ですから、

必ずしもみんなが大学に行

く必要はありません。自分

自身が成長する場としてど

こがふさわしいのかを考え

たときに、逆に、大学に行かないほうがいいこともあるし、大学でしかでき

ないこともあるはずです。高校生のうちは、試行錯誤しながら、進む方向を

変えていく時期です。進む方向を考える機会をたくさん与えて、結果として

大学に行く生徒もいるだろうし、大学に行かないで全然違うことをする生徒

もいるでしょう。本校の卒業生だとディズニーランドでダンスを踊っている

子もいますし、海外に行ってしまうという子もいます。自分探しをしていく

といろいろな方向に進む卒業生が出てきます。だから、必ずしも大学に行か

なければいけないというのではありません。自己の成長の場をどこに求める

のかを考えさせたいなと思っています。うまく答えになっていないです。す

みません。

足立 ありがとうございました。ほかにご質問のある方はいらっしゃいま

すか。

社会で活躍させたいというスピリッツが大切（千葉）

質問２ 私は民間企業に勤めています。本日は貴重な話をありがとうござ

いました。

千葉先生のお話のなかで、早く個性を見つけるということが言われて、い

ろいろ専門性に富んだ高校が増えているというお話だったと思います。そこ

で、今の教員は、開放制の下、戦前の師範学校からでないとなれなかった時

代とは180度逆の方向になっているのですけれども、いろいろな専門性が問
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われるような高校が増えてくれ

ば、教員採用の面でもいままで

とは違う人材が求められてくる

ように思うのですが、どうでし

ょうか。

千葉 教員という職業も、は

たして今までの制度でずっとい

けるのかと考えると、私はわか

らないと思っています。公務員

は、外国において、税収がなく

なると一番先に切られてしまう

職業で、不安定職業の一つだと言われているそうです。公教育に携わる人間

はいつまでも安泰というわけにはいかないと思います。教員は、免許をもっ

ていないと教壇に立つことはできないことになっていますが、今、知のあり

方を考えると、外部の人材を教育現場に活用せざるを得ません。だから、こ

の制度のままいくのかはわからないと私は思っています。そこで、教育に携

わる人に求めたいものは何かと考えたときに、子どもたちの成長にかかわり

たい、子どもたちが社会で活躍できるようにしてあげたいという思いが一番

大事で、スピリッツの部分が根本だと思います。資格取得に走ったときの一

番の罠は、取得という目先のことに心を奪われて、スピリッツが育たないこ

とだと思います。

例えば、保育士になりたいという生徒は、保育士になるためにどこに進学

すればいいか、試験科目は何か、ということを言ってきます。そのときに子

どもたちに話すのは、「あなたはこれから子どもの成長にかかわるだから、

あなたが勉強しなかったら、かかわった子は不幸になるでしょう。常に人の

ために学ぶのだという意識を持ちながら自己成長していかないと、何かにな

るためという学習をしていくと小さな人間になってしまうよ」という話をし

ています。今の制度を考えれば、とりあえず教職の免許を取らないと現場に

入れないのですから、教職の免許の取る過程での工夫も必要だと思います。

今、団塊の世代の引退で、教員の採用数が増えています。団塊の世代の引

退で教員数が足りなくなるのは、昔から、人口シミュレーションでわかって



いたはずです。わかっていたにもか

かわらず、国立大学の教員養成系を

縮小してしまいました。これには、

何か意図があったのではないかと勘

ぐってしまいます。いろいろな想像

を巡らせると、様々な人材を教育現

場に入れようというもくろみがあっ

たのではないかと思えてしまうので

すが。あくまで私の想像ですけれど。

これからどのようなことが起こるか

はわからないと思っています。時代にあった方法が取り入れられるかもしれ

ませんね。

理科離れは小学校の理系教員不足も（坂詰）

質問３ 私は立教大学理学部の教員です。

今回来ていただいた各先生にうかがいたいのですけれども、理科離れ、あ

るいは理系離れということを言われて久しいかと思うのですが、問題の本質

は一体何なのかということをうかがいたい。

それと、坂詰先生はおっしゃっていただきましたが、理系と文系がどれぐ

らいの比率で、現在の高校３年生が所属しているのか。その割合を教えてい

ただきたいのと、理科離れに対して皆さま方の各高校でそれにどれぐらい対

策をしているか。もし対策をされているようであれば、その内容について具

体的にご説明していただければと思います。よろしくお願いします。

足立 理系離れの問題の本質、それから文系理系の比率はどうか、そして

どんな対策を取っているかということだと思いますが、では寺島先生から。

寺島 本校は基本的に文系、理系を分けない高校です。ですから、３年生

になると同じクラスの中にいわゆる理系志望、要するに、理系の履修科目を

多く取る子と文系の履修科目を多く取る子が混在している状態です。８クラ

スありますが、どのクラスもだいたい文系と理系が半々ずつのような構成に

なっています。

履修状況なのですけれども、うちの場合は１年生で理科総合と生物・化学
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を履修させます。それから２年生で物理を全員履修させています。

３年になると、物理、化学、生物、３科目のなかから理系の子は２科目選

択し、個別試験レベルにまで対応するレベルの高いところ。また、センター

試験用の、物理、化学、生物という選択講座も用意しています。理科の教員

が言うところによると、１、２年はあまり受験ということを意識せずに、と

にかく実験を多くさせているということです。実験をしてレポートを書くと

いう作業を繰り返します。あと、うちの特徴では、自然科学研究会というの

がありまして、熱気球をつくって飛ばせたりしています。

具体的に理科離れがどうして起きたかというと、理科、数学やっぱり授業

がつまらないから。教え方の問題がかなりあるのなとは考えています。数学

でも例えば、私は数学の教員だけれども、やれ問題を解けと。理屈が分から

ずに問題を解け、こうすればいい、公式を覚えて数字をぶち込めばいいとい

うような数学の教え方をすればいやになるだろうと思います。なぜそれをし

なければならないかということを理解させなければならないと思います。例

えば、数学ならなぜそういう式変形をしなければいけないのかと。この問題

を見たときに、きみはどう感じるのか、みたいなところから授業にしていか

ないと、なかなか厳しいのかなと思います。

もうひとつ、これはあくまでも私の想像なのだけれども、センター試験を

導入して、センター試験という一本の評価軸をやっていくことによって、例

えば地方の国公立を含めて、センターで失敗したら法学部は無理だから教育

学部へ行きなさいであるとか、あるいは教育学部の入試科目のなかから数学

や理科を最低１科目でいいようにしてしまったというようなところも、原因

ではないかと思います。ただ、これは高校現場でどうにもならないことです。

先ほど言ったのですけれども、制度的なことをいろいろ批判してもしようが

ないので、各高校でいかに生徒に面白いなと思わせるようなところで授業を

展開する必要があると思います。うちで言うと実験中心のところで工夫して

やっています。だから、物理や化学や生物の実験室は常にいっぱいになるよ

うな工夫をやっているようです。お答えになったかどうかわかりませんが、

そんなところです。

千葉 実は、私は化学なのです。今日はパネリストの先生は皆、理系なの

ですね。最近教科を教えていないので、教科担当を言うことが少なくなって



しまいました。実は、６年ぐらい前に理科のプロジェクトを考えるというこ

とで、自民党に呼ばれてヒアリングを受けたことがあります。そのときに述

べたことは、ネガティブキャンペーンはやめた方がいいと言いました。「理

科離れ」という言葉はよくないと。のちに、「理科大好きプロジェクト」と

「大好き」に変えてくれたのは、そのときヒアリングで言ったことが認めら

れたからかもしれません。では、理科離れが起こっている原因は、算数、数

学に問題があるのではないかと推測しています。すべての教科科目の中で数

学だけが小学校からの積み重ね科目なのです。それ以外はやり直しがきくの

です。

例えば小学校で理科嫌いな子、中学校で嫌いな子を、高校で化学を好きに

することはできます。だけれども、算数・数学で途中つまずいた子は、やり

直しがたいへん難しい。私が考える提言は、小学校の算数を早く専科にする

ことです。小学校でちゃんと算数を面白く教えられる教員を配属しないと、

日本の理工系は絶対にダメになります。そして、高校では、理科好きを育て

るために実験をいっぱいやればいいのです。そして、小学校ではもう少し自

然の中で遊ばせてほしい。「総合的な学習の時間」などで、野山に行って自

然体験をさせることをやってくれるといいなと勝手に思っています。

坂詰 私の学校では、先ほど比率を言いましたが、理系が多い一つの理由

は、やはり実験が多いことではないかと思います。私どもの学校には、実は

実験室が６つあります。生物が２つ、化学が２つ、地学が１つ、物理が１つ

ということで、中学１年から高校３年生まで、高２で文系、理系に分かれま

すから、文系の高２、高３の子は実験が少なくなりますけれども、だいたい

６年間実験漬けぐらいな感じがあります。ですから、そういった意味では、

それが一つの要因ではないかと思っています。

ただ、理系離れの本質というのは、今、先生がお話しになったことと似て

いるのですが、小学校の先生で理系の方がすごく減っていることと関係があ

ると思います。これはいろいろなところで聞くのですが、小学校の先生に理

系が少ないということは、どうしても理科や算数をやる時間も減ってきます

し、苦手ですから、なるべく教えたくないような感じになってくる。あるい

は教科書が棒読みになる。そうすると、どう考えても小学校のうちに算数や

理科が、すごく嫌いではなくても、ちょっと敬遠するような感じが出てくる
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と思います。それは実は、中学

入試をやっているわれわれから

しても顕著に出ていまして、同

じような問題を出しても、学力

低下という話もあるのかもしれ

ませんけれども、できなくなっ

てきているのですね。そのへん

がどうも一つあると思います。

あともう一つ、私が考えます

のは、やはり社会的な環境変化

なのですが、高度経済成長のときには、一所懸命汗水流して働いて、いわゆ

る技術者でばりばりやっていくというのが一つのシンボル的なところもあっ

たのですが、ここバブルの時代から含めまして、どちらかというと一所懸命

働かなくてもお金を右から左に動かせばなんとか儲かるのではないかという

ような感じの風潮が、どうしても子どもたちにも影響していて、ちょっと経

済の株のことがわかっていればなんとかなるのではないかという安易な考え

を持ちがちなのが、理系離れの結構大きな理由の１つなのかなと思います。

先ほど言ったように、私どもの学校では理系が多いのですが、多い理系の生

徒たちも、実は本当の理系とは限らないのです。どちらかというと理系に行

っておけば文系にもなれる、つぶしがきくという感じで理系に行っている生

徒も多いのです。ですから、本質の理系はどれだけいるか分からないですが、

実際に大学入試のときにコロッと文転して経済学部に入ってしまう生徒も結

構います。ですから、そういった意味では、実験をそれだけやってもなかな

か理系離れを止めることは、比較的うちは少ないですが、結構厳しいかなと

いうのが実感です。

鷲尾 私は化学が専門ですけれども、自分自身が理系科目は得意ではない

ので、生徒には、「難しいことはわからなくていいよ」と言います。理科や

数学をなぜ勉強するかというと、ロジックの訓練のためですよね。ですから、

先ほど言いましたが、基本的なことはわからなければいけないけれども、面

倒くさくなったら難しいことはわからなくていいという割り切りも必要であ

るということです。それからもう一つは、先ほどから話が出ていますが、セ



ンター試験でアラカルトが増えた時代があって、そのころに受験した人たち

が小中学校の先生になった時代があって、小中学校には理科の教育的スキル

が高くない先生もいます。だから、面白さとかいうところまでは、なかなか

生徒に伝えられない。楽しい実験を紹介する米村でんじろう先生は元都立高

校の先生です。あの方は難しいことを言わないでしょう。みんながそれをわ

かろうとか、理屈をわからなければいけないという必要はありません。興味

を持って、勉強の芽が出てきた生徒をきちんと育ててやることが大切だと思

います。

大学の評判を左右する先輩の影響力（寺島）

足立 よろしいですか。では、あとお一方ぐらい。

質問４ 立教大学経済学部１年の学生です。自分も新潟県の長岡出身で今

年上京してきたので、鷲尾先生の話はとても、立教大学は地元になじみがな

いなというのは、正直なところありました。

今回の「変化する高校生と大学への期待」ということで、趣旨がちょっと

違ってしまうかもしれませんが、質問を一つだけ、各先生にさせていただき

たいと思います。大学への期待となっていますが、今の若者に対する、大学

生への期待ということに関しまして、各先生にひと言ずつ、時間も押してい

るようなのでひと言ずついただければと思います。

足立 若者への期待と。ずいぶん簡単なようで難しいですけれども。質問

をもうひと方まとめて。先ほどこちらのほうで手を挙げられた方。

質問５ 職業はコンサルタントをやっておりまして、大学の経営や教育改

革に興味があり研究をしている者です。先ほどの千葉先生のお話のなかで、

これから受験生が減ってくると生徒を確保できずというところもあったので

すが、生徒を確保できず経営の失敗をして倒産してしまうような大学も今後

出てくるかと思います。結果的にそのような大学に進学させてしまうような

ことをしないためには、高校ではどのような指導をしているのか。また、１

回入試が終わってしまうと、その生徒は４年間そこに所属することになるの

で、吟味して進学をさせたり進路を決定させたりするとは思うのですが、高

校ではどのような調査をしたり、また主観を持って指導をされたりしている

のかを、千葉先生を中心にいろいろ教えていただければと思います。
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足立 今後経営が困難になりそうな大学に対して、高校ではどのような見

方をして指導をしているのかということですね。では「若者(大学生)の期

待」について寺島先生からお願いしてもよろしいですか。

寺島 難しい。だけれどもエールを送るというか、若者に期待したいこと

というのは、人間うまくいくときはみんないいのだろうけれども、やばいと

き、危機的な状況になったときにそれをどう乗り越えていくかというのが、

大事ではないかなと思っています。ただ、立教大学にも期待するというのは、

ではどう乗り越えるかというときに、先ほどから出ている専門性もあるけれ

ども、教養的なところ、総合的な力を大学の４年間でつけてほしい。勉強は

もちろん大事。でも、全国から集まってきた仲間と、新潟からは少ないかも

しれないけれど、立教大学というのは全国から集まる大学だと思う。そうい

う仲間と切磋琢磨していろいろな総合的な学力を身につけていってほしいと

思う。要するに何かあったときに自分でできるだけの、やばい状況であると

か危機的な状況を脱するような力を養ってほしい。先ほど資格うんぬんと言

ったけれども、そういうものがあれば資格を取りたくなったら、そのときに

資格を取りに行けばいいのではないかと私は思っています。

それから、大学をどのように調査しているかということなのだけれども、

うちの場合だと、生徒の希望で出ているのが、国公立は全国へ散るのですけ

れども、私立大学で言うとMARCHクラスぐらいと、あとは家政学部を持

っているとか、農学部を持っている大学ぐらいで収まってしまっているので、

あまり倒産するかどうかの調査能力というのは、たぶんゼロに等しいのでは

ないかと思います。

あとは、大学の評判というのは、これは先ほども話をしたけれども、やは

り先輩の影響力はものすごく大きいと思います。合格体験記などで、この大

学に行ってよかったというのは、私たち教員が言うよりも、先輩、特に部活

動の先輩であるとか、体育祭の応援団を一緒にやった先輩のひと言なんてい

うのはかなり影響力が大きくて、そんなところで本音の状況を得ているので

はないかなと思っています。また何かあったら聞いてください。

千葉 大学生への期待という点では、こんなに変化していて面白い時代な

のだから、面白がってもっと改革してほしいという思いがあります。私も若

者とは言えなくなったので、こんな言い方になってしまいますが、社会をこ



れから担うのは、若い人たちです。皆さんにはいい社会をつくってほしいな、

志を持って頑張ってほしいなという願いが、大学生への私のエールです。

それで、つぶれそうな大学をどのように判断しているかというと、まず一

つは、数年前に、私立大学の入学者が「選択」という雑誌で暴露された志願

者数や入学者数などのデータをまず元に判断します。公表していない大学は、

公表できない状況だと解釈して、行かせないようにしています。それから、

私学助成金ですね。助成金を受けていない大学は、受けられない理由がある

はずですから、まず疑って調べてみます。それから、大学基準協会の会員校

か会員校でないかということも判断材料にしています。大学基準協会は経営

的に問題があれば会員校になれないはずですから。そして、相互評価をきち

んと受け、適格と判断されているかも重要です。７年間に一度受ければいい

ことになっているようで、７年間、財務を保証できるかと言えば、７年間は

長いと大学基準協会も言っていますが、相互評価を受け、適格と審査されて

いれば少しは安心です。JUAマークがパンフレットなどに、付いているか、

付いていないかを探すように生徒には指導しています。それから、格付けな

どを受けているところはまず大丈夫だろうと判断しています。また、新聞な

どで、不正問題など報道されたところは避けさせます。補助金などがカット

されるはずですから、行った先で寄付、寄付と言われたり、充実した教育が

提供できなかったりする可能性が心配されます。また、同じ学校法人の系列

で問題を起こしていないかも、判断の材料です。これらについてできる限り

情報収集し、チェックを入れるようにしています。

坂詰 最初の大学生に期待することなのですが、今まで２人の先生がおっ

しゃったことにプラスして、私はよく大学生、特に卒業生に勧めているのは、

大学の時代は４年間長いようで短いのですが、社会人になるとなかなか時間

をとることができないと思います。ですから、見聞を広めてほしいというこ

とを期待しています。これは今、いわゆるバーチャルの時代で、家でウェブ

サイトを見れば世界中の様子が分かりますし、あたかも自分で体験したかの

ような錯覚に陥ることがあって、判断を見誤ることが多いと思うのです。と

ころが、自分で現地に行って、例えばアメリカならアメリカはこういう国な

のだと。あるいは日本国内でもそうですね。北海道なら北海道はどういうと

ころだと。そういう実体験に基づく判断をしないと、今後結構そういうこと
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で選択を見誤ることが多いと思います。また、海外に行くことによって、実

は日本の良さもわかるし、日本の悪いところもわかる。日本にいると、実は

わからない部分が多いと思います。ですからそういった意味では、私は卒業

生に言っていることは、ともかくどんな方法でもいいから海外に出て、海外

から見た日本、あるいは海外から見た海外、そういうことを見るということ

が大切なので、自分の目で見てほしい。実体験をして判断してほしい。そう

いう人間に大学４年間で成長してほしいということを期待しています。

それから、大学の調査ですが、これも今お二人の先生がおっしゃったので、

それにプラスしますと、私の場合には、実際に全国各地を歩いて大学を見に

行っています。見に行きますと、やはり大学は対応によってそれぞれだいぶ

差がありますし、先ほどの発表でも言いましたように、いろいろなセミナー

に参加していますと、結構内部のことがわかってしまうのですね。非常に期

待していた大学が、だいぶまずいなというのが分かったところもあれば、逆

に大丈夫かなと思っていた大学がしっかりしているということが、結構先生

方は外部の人間がいるにもかかわらず、忌憚ないご意見を話していただける

ので、そういうところから結構分かることが多いものですから、先ほどの大

学生向けと同じなのですが、私自身もできるだけ全国を飛び回って足を運ん

で、自分の目で見てそれを生徒に伝えていこうかと思っています。

足を運んで「臭い」を嗅ぎわける（鷲尾）

鷲尾 大学生への期待ですね。私はもともとは化学の教師ですけれども、

今は化学の教師というよりは進路指導の世界で生きています。だから、基本

になるルーティンワーク以外に、プラスアルファのスキルを身に付けること

を目指してください。

それから、大学をどう評価するかということですけれども、「臭い」です。

食べ物が腐っているかどうかって、臭いを嗅ぎ分けるのが一番でしょう。分

析すると、先生が言われた、大学基準協会に入っているかどうかとか、認証

評価を受けているかとか、入試で倍率があるかとか、そういったことになり

ますけれども、これらのことがトータルで、「臭い」になって臭ってきます。

結局、臭いを嗅ぎ分けるためには、いろいろな大学に足を運んで、実際に見

てくる必要があります。私は、今はできませんけれども若いときは新設大学



には、足を運んで実際に見に行きました。そうすると、この大学はこのよう

な立地条件なんだろうというのがわかってきます。臭いを嗅ぎ分けるまでに

なるのは簡単ではありませんが、実際に足を運んで経験積むことが大切だと

思います。

足立 ありがとうございました。本当に会場の皆さんはもっともっと聞き

たいことが山ほどおありなのに、司会の不手際で消化不良のかたちになって

しまい申し訳ありません。これにてシンポジウムを終わらせていただきたい

と思います。

どうぞ出席いただいた高校の先生方に盛大な拍手をひとつお願いいたしま

す。それでは小川先生、よろしくお願いします。

小川 本日のパネリストの先生方からは、今をとらえた、型にはまらない

素晴らしいお話をうかがいました。また外部から多くのお問い合わせとご参

加をいただきまして、いろいろな角度からパスやシュートが飛んでくる、エ

キサイティングな試合のようなシンポジウムになったと感じております。お

時間ないところ恐縮ですが、お手元のコメントカードにぜひご記入のうえ、

お帰り際に出口で担当者にお渡しください。お忘れ物がないようにお気をつ

けください。それでは、本日はどうもありがとうございました。
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